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鹿児島県甑島の上部白亜系姫浦層群
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Abstract

　　　　　　　　　　　　　The　Upper　Cretaceous　Himenoura　Group　ofthe　KoshikiIslands，KagoshimaPre琵cture，

　　　　　　　is　unconfbrmably　overlain　by　Paleogene　strata，fbrming翫northeast－plunging　synclinorium。It

　　　　　　　ismorethan3，600mthick鋤dconsistsofsandstoneラsiltstoneandmudstone。Thesandstones

　　　　　　　are　often　cross－beddedラwith　occasional　oyster　beds　and　shallow　seαshell　ones。The　group　is

　　　　　　　stratigr＆phica11y　divisible　into　six　units，provisionally　named　A　to　F（Fig，3），

　　　　　　　　　　　　　Division　A　consists　chie且y　ofmudstone　and　seems　to　show　an　open　shelffacies．Division

　　　　　　　B，over1，200mthick，isdominatedbysandstoneofshallowseadeposition，DivisionCisrepre－

　　　　　　　sentedby150－200mthicksiltstonelargelyofopenshelf塩cies，whichcontainsammonoids，

　　　　　　　inocerami　and　other　molluscan　fossils　abundantly．In　the　succession　of　the　uppcr　part　ofdivi－

　　　　　　　sionCtodivisionD，over600mthick，sandstonesequencesincombinationwithsubordinate

　　　　　　　mudstone　sequences　show　repeated　cycles　ofupward－coarsening　grain　size，which　are　probably

　　　　　　　attributable　to　deltaic　deposition．The　upper　part　of　division　D　carries　a　thin　seam　of　coaly

　　　　　　　sh乱Ie。Division　E　is　occupied　by　a　thickness　of　at　least850m　ofmudstone　often　intercalated

　　　　　　　with　turbidite　sandstones　and　slump　beds，showing　a（ieep　basinal魚cies　on　the　whole。Notewor－

　　　　　　　thy　is　the　occas量onal　occurrence　ofsubmarine　channels　up　to　more　than20m　deep　in　this　divi－

　　　　　　　sion．Div三sionF，over750mthick，asawholemarksaregressivephase，itslowestpartcon－

　　　　　　　tain1ng　fining－upw＆rd　sequences　probably　offluviatile　origin．

　　　　　　　　　　　　　The　group　is　correlated　partly　to　the　Uppermost　Urakawan　to　the　Lower　Hetonaian，

　　　　　　　the　Camp我nian　ofthe　intemational　scaleラbecause　ofthe　occurrence　of乃紹繍63（P傭o鱈αn伽）

　　　　　　　c£5h∫1・6励，動・667α窺85（E励6・伽）励蜘吻7御郷，孟・吻擁5・吻擁5and五c£5・h窺漉・

　　　　　　　　　　　　　The　Himenoura　Group　in　the　study　area　is　similar　in　lithology　and　thickness　to　the

　　　　　　　group　in　the　eastem　part　of　the　Amakusa－Shimqjima　area，but　it　has　a　much　wider　strati－

　　　　　　　gr＆phic　range　than　does　the　latter。The　I｛imenoura　Group　ofthe　area，on　the　other　handシdif二

　　　　　　　免rs　from　the　group　in　Amakusa．Kαmishima（the　type＆rea），in　that　the　Lower　Eetonaian　is

　　　　　　　　considerably　thick　and　the　sequence　lower　than　that　is　composed　mainly　ofsandstone，

　　　　　　　　　　　　　From　the　mineral　composition　ofsandstones，the　kinds　ofpebbles　and　the　paleocurrent

　　　　　　　directions，in　conjunction　with　other　available　data，it　is　suggested　that　the　coarse　clastics　were

　　　　　　　　derived　mainly　from　the　western　source　areas　where　acid　volcanics　and　granitic　rocks　occurred

　　　　　　　　extens圭vely。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　島および下甑島の3本島からなる．
　　　　　　　　　　　　　1．　ま　え　力望　き
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甑島列島（以下甑島と略称する）に白亜系が発達する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　こしきじま

鹿児島県本土西方沖の甑島列島は北から上甑島・中甑　　ことは，古く伊木（1920）の20万分の1地質図によって

・地質部　　　　　　　　　　　　　　　　　　明らかにされたが，その後より詳しい地質図の公表もな
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かった．比較的最近になってMATsuMoTo（1954）により

甑島の白亜系中に姫浦層群相当層が識別され，ヘトナイ

統下部階の存在が確認された．っづいてAMANO（1957）

により白亜系の詳細な層序学的・古生物学的研究がなさ

れたが，地質図は下甑島北部だけに限られ，また層序も

一部が明らかにされたにすぎなかった．しかし，ごく最

近，天野・田北（1969）によって上甑島全域の地質図が

公表され，同時に白亜系の概要も明らかにされ，また下

甑島南部の白亜系にっいても天野・古閑（1971）の略報

がある．以上のほかに，甑島の白亜系に関する層序学的・

古生物学的知識としては，波多江ら（1961）の20万分

の1地質図と，その説明書，波多江（1959，1960）と

UEDA（1962）による天草諸島白亜系との対比論，AMANo

（1962）の天草地方を含めての地史的考察およびKOBA－

YAsHI＆nd　AMANo（1955），NAKANo（1957），それぞれに

よる本地域産三角貝の記載をあげることができる．

　筆者らは，地質調査所で実施された九州西方海域基盤

地質構造に関する研究の一環として，1969－70年に甑島

の白亜系の調査を行ない，ひきっづき1972年にも短期間

ながら補備調査の機会をもった．その結果，白亜系に関

して，下甑島北部・中甑島を中心に従来より詳しい地質

図を作成し，また層序・時代論および堆積的特徴につい

て若干の新知見を得ることができた．しかし，甑島の白

亜系の全貌をより詳細に把握するためには，とくに下甑

島南部および上甑島西縁部について今後の詳しい調査を

要する．とりあえずここでは白亜系の層序および堆積を

中心に報告する次第である．

　本稿を草するにあたり，化石の一部の同定については

九州大学松本達郎教授に，甑島全般の地質にっいては熊

本大学天野昌久教授に，上甑島の地質については本所地

質部井上英二技官に御教示を賜わった．また斜交層理の

古流系については本所地質部長浜春夫技官の未発表資料

を参考にすることができた．以上のかたがたに深甚の謝

意を表する，

2．地質概説

　甑島列島は地質的には酉南目本中軸部に位置する．こ

の地域を構成するおもな地質系統は上部白亜系・古第三

系および中新世花闇岩類である．さらに，新第三系の疑

いがある地層の小露出があり，第四系も狭いながら分布

し，火成岩の岩脈が随所にみられる（第1図）．

　上部白亜系は下甑島・中甑島および上甑島の西縁部と

南端部に分布し，概観すると北東方に沈下する複向斜構

造を形成している．古第三系に不整合におおわれ，主と

して砂岩やシルト岩・泥岩からなり，アンモナイト・イ

ノセラムス・三角貝・ウニなどの化石を含み，3）600m

以上の厚さを有する．地層は下甑島南部および上甑島酉

縁部の一部において花闇岩類の貫入に伴い，熱変質を受

けている．この上部白亜系は姫浦層群に属し，かなりの

部分がヘトナイ統下部階に対比され，浦河統最上部亜階

も含む．

　古第三系は上甑島の大部分を占め，さらに中甑島北端

部にもきわめて狭く露出し，大局的にみて北東方へ沈下

するゆるい複向斜構造をなす．砂岩・泥岩からなり，下

部には特徴的な赤紫色岩層を伴う。この古第三系は従来

天草地方の赤崎一教良木層に対比されてきたが（波多江

ら，1961），一方赤紫色岩層より上位の部分の対比につい

ては断言できなV・という見解もある（天野・田北，1969）．

なお，古第三系（上甑島のものよりも上位とみなされる）

の小露出が下甑島西岸南部にも知られている（天野・古

閑，1971）．

　新第三系の可能性がある地層は中甑島の北端近くにき

わめて狭く露出し，南側の姫浦層群を不整合におおうと

推察される．風化して黄色を呈する比較的軟らかい塊状

の極粗粒砂岩からなる．この砂岩は10～数10cm大の泥

岩偽礫を多数含み，また花闘岩類の巨礫（最大60cm内

外）や珊岩類の礫も含む．

　第四系は海浜堆積物・河川堆積物や砂丘砂からなる．

　中新世花南岩類は，下甑島南部に広く分布し，上甑島

にも露出し，いずれも周りの地層に熱変質を与えてい

る．下甑島のものは13（土4）×106年の鉱物年令を示

す（MILLER　et　al．，1962）．なお，上甑島東方の双子島お

よび黒神には領家変成岩の一員とみなされる角閃岩が露

出し，双子島には片麻状石英閃緑岩も知られている’（河

内ら，1964）．

　火成岩の岩脈が上部白亜系・古第三系・花闘岩類中に

みられ，これらは花廟岩類の貫入に関連して形成された

ものであろう．

3．層　　序

　甑島の上部白亜系姫浦層群では，砂岩・泥質岩および

両者の厚互層それぞれを主とする部分が数100mオーダ

ーの厚さをもって交互している．本層群は下位からA，

B，C，D，EおよびF層に区分され，A，C両層以外の諸

層はさらに2～4分される（第3図）．

　下甑島にはA－D層，中甑島には主としてE層，上甑

島には主としてF層が分布する。

　3．1A　　層
　下限は海中に没して不明である。厚さ50m以上．

2一（158）



鹿児島県甑島の上部白亜系姫浦層群（田中啓策。寺岡易司）
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Geological　map　ofKoshikijima．
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おもにシルト質泥岩注Pからなり，厚さ15m内外の砂

岩泥質岩細互層を伴う．シルト質泥岩は構成物質の粒度

差によって葉理を示し，また中～厚層理注2）を示す．シ

ルト質泥岩にはところどころに砂岩薄層が挾在し，ごく

一部に砂泥混合層注3）がみられる．砂泥細互層中の砂岩

はときどき30cm内外の厚さをもち，一般に中粒または

細粒であり，葉理はあまり発達しない．厚さ約2mのレ

ンズ状の粗粒～極粗粒砂岩もみられる．

化石としては，Spatangoidaに属するウニがごくまれ

にみいだされた．なお，シルト質泥岩中には堆積面にほ

ぼ平行に径1cm前後の砂管状生痕化石温）がときどき

認められる．

　3．2駐　　層

　おもに粗粒堆積物からなり，下位よりB、，B2，B3およ

びB4に区分される，B2とB4ではB1とB3に比べてと

くに斜交層理がよく発達する．全層厚1，200m以上．

　電1

　最下部に厚さ約7mの含礫砂岩がある．この砂岩は細

～中礫を含み，ところどころに葉理を示し，場所によっ

て下位のA層の層理といくぶん斜交して重なる．両層の

関係は不整合のように見えるが，こ紅は海底同時侵食に

もとづくものである。このような現象は姫浦層群を通じ

てときどき認められる．

　本層の下部は主として無層理砂岩・成層（おもに中層

理）砂岩からなり，薄い泥質岩層をひんぱんに挾む．上

部は主として無層理砂岩・成層（おもに中層理）砂岩・

斜交層理砂岩からなり，部分的に比較的厚い泥勝ち砂泥

細互層を伴う．無層理砂岩はしばしば葉理を示し，成層

砂岩では淡色ゐ粗い部分と暗色の細かい部分とが数cm

～数10cmおきに交互している．斜交層理砂岩は中規模

（ときどき小規模）注5）の谷型斜交層理で特徴づけられ

注1）本稿で泥岩と呼ぶものは粘土とシルトの混合堆積物が固結したも

　ので，泥岩は粘土質泥岩とシルト質泥岩に区分される．

注2）本稿における層理（平行層理）の分類については・層理面間の厚

　さぶ3～10cm，10～30cm，30dOOcmン100～300cm，300cm
　以上の揚合をそれぞれ薄層理・中層理・厚層理・極厚層理・無層理

　とする．

注3）本稿では海底泥流（submarine　mudHow）起源の砂と泥とが雑

　然と混合した淘汰の悪い堆積層を砂泥混合層と呼び・それに外来円

　礫を含むものを含礫泥岩（pebbly　mudstone）と呼ぶ・なお，スラ

　ンプ構造と称するものはスランプによって地層が複雑に摺曲してい

　る構造をいう．

注4）本稿で生痕化石のうち砂岩中に下方へ向かって垂直に入っている

　スマイアト（dwelling　burrow）としての砂管（サンドパイプ）と

　は別に，砂管状としたものは，地層の上面，下面にあるか，または

　泥質岩層の内部において堆積面にほぼ平行に，あるいは斜交して入

　っている，砂で充填された管状あるいは丸棒状のものをいい，スミ

　クイアト（feeding　burrow）に属する．

注5）本稿における斜交層理の規模については，setの厚さが，10～15

　cm，15～30cm，30～100cmの場合をそれぞれ小規模・中規
　模・大規模とする．

る．これらの砂岩は中～細粒である．砂泥細互層中には

一部にスランプ構造や小規模チャンネル埋積構造（sc・ur

and飢structure）注6）が発達する，化石は未発見である。

本層の厚さは約500mである．
鱈2

B、を整合におおい，これから岩相が漸移する．上限は

不明である．厚さ200m以上．

　おもに斜交層理砂岩からなり，成層砂岩を伴う．いず

れの砂岩も中飼細粒である．斜交層理砂岩では淡色のよ

り粗い部分と暗色のより細かい部分それぞれからなる前

置層が10～20。に傾斜しながら交互する．斜交層理はふ

つう中規模であるが，ときどき小規模で，多くは谷型で

ある．成層砂岩は厚さ数cm～10cm前後の泥質岩薄層

をはさみながら中層理を示す．砂岩にはときどき顕著な

コンボルート葉理（摺曲の振幅は数10cm～1m）が発

達する．さらに，砂岩の葉層・薄層を少なからず含む厚

さ数mの泥質岩がときどき挾在する，化石は未発見であ

る．

　B3

　B2とは断層関係にあると推察される．下部では無層理

～極厚層理砂岩を主とする部分と砂岩泥質岩厚互層を主

とする部分とが，上部では無層理砂岩を主とする部分と

斜交層理砂岩を主とする部分とが数10mオーダーの厚さ

をもって交互する．下限・上限ともに不明である。層厚

300m以上．

　無層理～極厚層理（部分的に中～厚層理）砂岩は灰色

を呈し，中～細粒で，ところどころに斜交葉理や平行葉

理を示す．このタイプの砂岩はときどき泥質岩の薄層・

葉層をはさむ．斜交層理は一般に中～小規模，谷型であ

る．砂泥厚互層ではふつう砂岩層が泥質岩よりも優勢で

あり，V・ずれも厚さは0．3－1mである．厚互層におけ

る砂岩層は細粒（部分的に中粒）で，平行葉理や斜交葉

理を示す．また砂岩層はsetの厚さ数cm以下の砂漣式

斜交葉理（ripple　cross－1＆mination）を顕著に示し，泥質岩

葉層をところどころにはさんで，板目状堆積（Haser　bed－

dingIREINEGK　andWuNDERLIcH，1968）を示す場合がと

きどきある．泥質岩層はきわめて薄い砂漣式斜交葉理砂

岩をひんぱんにはさんで波状堆積（wavy　beddingl　REI－

NEGK　and　WuNDERL・GH，1968）を示すことが多V・．本層

の中部には厚さ数10mの泥勝ち砂泥厚互層がみられる．

　貝殻集積層が数層準の砂岩中に挾在し，カキ（“05舵α”）

化石層（厚さ0．1～0、3m）も少なくとも2枚認められ

る．“05♂76α”の殻長は20cmあまりに及ぶ．

注6）本稿で小規模チャンネル埋積構造と呼ぶものはチャンネルの最大

　深度が1m以下である．
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　B4

　B3と断層関係にある．層厚200m以上．

　主部は斜交層理中～細粒砂岩で代表され，ときどき厚

さ3～8mの無層理砂岩を伴う（第4，5図）．斜交層理

は大部分が谷型，中～小規模で，前置層の最大傾斜は10

～20。である．set内では明るい灰色の中粒砂岩，暗い灰

色の細粒砂岩（石英粒は前者よりも後者の方で少ない）

それぞれからなる前置層がきわめて顕著に縞状をなして

交互している場合がある（Plate16）・本層の比較的上部に

は泥質岩の葉層・薄層や炭質物微片集積葉層が多くはな

いが，他の部分よりも目だって挾在している．

　最上部約20mは全体として細粒化し，おもに中～厚層

理の暗灰色細粒（一部極細粒）砂岩からなる（第5図）．

さらに，場所によっては比較的上部に平行葉理が発達

し，また小規模谷状斜交層理を示す砂岩で埋積された深

さ1m前後のチャンネルも認められる．

　貝殻集積層が種々の層準の砂岩中に挾在し，とくに

S♂伽脚η81」α（y2hα78JJα）ブ‘ψ・耽α（YEHARA）（s，L）が多数含

まれている砂岩層があり，また属種不明の三角貝やC泌

1∫5枷α（Lα7解α）ゴ‘ψo痂6αAMANOもみV・だされてヤ・る．浮

水浦の本層上部から肋06卿襯3sp・of孟6zo6n5∫5group

が，吹切浦の本層最上部から血・・徽襯5sp．of五6α魏6麗5

（o「孟6zo6漉5）grOUPが産出する．

　3．3C　　層
　B4を整合におおい，これと岩相が漸移する．おもに中

～厚層理シルト岩およびシルト質泥岩からなる（第5図）．

これらの泥質岩は絹雲母片を多く含み，一般に粒度差に

よる葉理を示す、層厚は150～200m内外と推定される．

　最下部は細砂質シルト岩からなり，風化してときどき

玉葱状構造を呈する．下部は最下部よりも全体として細

粒化し，おもにシルト岩からなり，ところどころに砂岩

の葉層・薄層を挾有する．中部は本層中最も細かく，シ

ルト質泥岩を主とする．上部はふたたび粗くなって砂泥

細互層（砂岩には葉理がほとんど発達しない）に始ま

り，主体は下部と同様にシルト岩からなり，ところどこ

ろに砂岩の薄層や葉層をはさむ．なお，中部には厚さ約

13cmの灰色（風化して黄土色）細粒凝灰岩がみられ

る．最下部の厚さは円山北方海岸で約8m，下部・中部

・上部の厚さは浮水浦でそれぞれ50m以上，55m，40m

である．

石灰質団塊は本層全体を通じて散在し，部分的には，

とくに本層下部においてかなり多い．団塊は球状，扁平

なレンズ状あるいは不規則な形を呈し，大きさは一般に

10cm以下である．化石（アンモナイト・二枚貝・ウニ

など）は全層を通じて泥質岩自体の中に普遍的に含ま

れ，とくに本層下部では比較的豊富に産する．団塊の表

面はときどきイノセラムスの殻片でおおわれてV・る．な

お，シルト岩中には砂管状生痕化石が堆積面にほぼ平行

に含まれていることがある．

　特徴的な化石としては，玩06徽窺鷹（Eη40605卿）鰯∫蜘5

勿吻oαη％5NAGAo　and　MATsuMoToが本層全体を通じて

種々の層準に産出し，浮水浦では本層下部の下部から

動oo67伽％507ゴ6廠1乞507乞6n擁5SoKoLow（Plate23－1），本層

下部の上部から1ηoo67α規麗5c£56h痂面MlcHAEL（Plate

23－4）が採集された．さらに本層中部から痂・667伽螂c£

07乞6n擁572α9α乞MATsuMoTo　and　UEDAも発見された．ア

ンモナイトでは，殻の巻きがとけた渦巻き状のσ卯6・κo－

667∬2磁6襯（FORBES）（Plate24－2）およびそれに属する

と思われる破片が種々の層準に含まれており，7襯競65

（PJ6∫50彰καπ髭65）c£5h〃06η5∫5YouNG注7）（Plate24－1）　もま

れではあるが浮水浦および吹切浦で本層下部の下部から

みいだされた．さらに，翫066泌n鰐（窟吻僻伽麗5）c£俳

6Joぎ465α40乞463WEGNERのほかにフ伽o徽窺％5sp。ofゑ

6z・6n5乞5groupも少なからず含まれ，Spatang・idaに属す

るウニも普遍的に産する．以上の化石のほかに，次のよ

うな化石もみV・だされた。ハ石6乞loη8JJαoδ」勾％65渉7ぎ認αAMANO，

撫nonα擁5　（ハηαnoη卿廊）　5α6h認勉6η5∫5　（3cHMIDT），0砂αηz67乞5

（0砂卿酪）α徽ん麗56η56NAGAO，碩・」囎・物励876撹1α如

NAKANoン∠Lρ05Joη0405α　NAKANo，　（ψ∫5sp．コP70≠06α7漉z6窺

ん05hづ切翻6n56AMANO，C観乞5伽α（加7襯α）ゴψoη加，加伽αaf£

fzllακFoRBEs，j［）61z如」勉規sp．ヲノ孟z膨7勿67α5sp。，ノ顎6窺宛sオ67（P）

sp・

　3．4B　　層
　C層を整合におおい，それとの岩相推移は急激であ

る．下位よりDエ，D2，D3およびD4に区分される．D、は

砂岩および砂岩泥質岩厚互層から，D4は砂岩からなる．

D2とD3はともに砂岩泥質岩厚互層からなるが，D2で

はD3に比べて泥質岩が卓越している．全層厚600m以
上．

　B1

　岩相が垂直的に大きく変化し，したがって本層は最下

部・下部・中部および上部に区分される．第2図の地質

図ではD、のうちとくに最下部を区別して図示した．上

限は不明である．層厚230m以上。

　最下部（約25m）はおもに砂泥細互層（単位層の厚さ数

cm～30cm）からなる（第5図）．砂岩は一般に細粒で，

葉理が発達し，泥質岩は砂岩葉層をひんぱんにはさむ．

スランプ構造や小規模チャンネル埋積構造がときどきみ

られる．ところどころに連続性に乏しい厚さ1－5mの

注7）　同定には九州大学松本達郎教授の御教示を受けた．
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鹿児島県甑島の上部白亜系姫浦層群（田中啓策・寺岡易司）

　第6図　下甑島中山浦のD1砂岩に発達する砂漣式斜交層理（黒色部：泥質岩）

Ripple　cross－bedding　insandstone。D1，Himenoura　Group，Nakayam＆一ura，Shimokoshi－

ld→im我。From　a　photograph．

Black　areas　ind．icate　argil1＆ceous　rockwhich　is　occasionally　interlaminated　with　sandstone．

小～中規模斜交層理（多くは谷型）中粒砂岩が挾在する。

　下部（約80m）は下甑島の中山浦（寺家南方海岸）や尾

之尻浦によく露出する．斜交層理砂岩で代表される．砂

岩は灰色を呈し，中～細粒，ときどき中～粗粒で，さら

に局部的に細礫や小さい中礫を含む．炭質物微片集積葉

層も部分によっては少なくない．また厚さ0．1～0．3m

（最大2m）の砂岩葉層をひんぱんにはさむシルト岩が

ときどき挾在し，砂泥混合層もみられる。

　斜交層理はふつう中規模，ときどき小規模または大規

模（setの厚さはしばし’ば1mに近い）で，谷型と平板型

とがほぼ相半ばし，とくに大規模のものは概して平板型

である．小～中規模斜交層理砂岩では，しばしば一群の

setを通じて各setの上面が砂漣をなしている（第6図3

Plate15）・この場合，前置層の傾斜方向はsetごとにまち

まちである．各setの厚さはふつう10～30cm，長さは

数m～10数mである。砂漣の波長は1．5～3m，波高は

10～10数cmである．砂漣の峰部の頂面はゆるやかに丸

味を帯び，谷部には薄い泥質岩がみられる．上記の成層

状態はREINEGK　and　WuNDERLIGH（1968，Fig，2－b）の板

目状堆積（Haser　bedding）に著しく似るが，setの厚さが

はるかに大きい点で異なる，この種の成層状態を示す砂

岩をここでは砂漣式斜交層理砂岩と呼ぶ．

　貝殻集積層（“0吻ゲを含む）が種々の層準の砂岩中

に挾在し，厚さ約1mのカキ化石層（化石は大型3基質

は泥質岩）もみられる．泥質岩中からはイノセラムスが

まれに産する．砂管状の生痕化石がシルト岩中において

堆積面にほぼ平行に密集している場合がある、

　中部（約80m）は寺家東方の海岸によく露出する．砂

勝ち砂岩泥質岩厚互層からなる．砂岩層（1～3m，と

きに5m）は中～細粒砂岩で代表され，しばしば中規模

（ときどき小規模）斜交層理（多くは谷型）が発達する

が，無層理で斜交葉理を示す部分もみられる．泥質岩層

（1m以下）は砂岩葉層をひんぱんにはさむシルト岩で

代表され，しばしば砂泥細互層を伴う．砂岩中には厚さ

約10cmの貝殻集積層がごくまれにみいだされる．シル

ト岩中には砂管状の生痕化石が堆積面にほぼ平行に含ま

れている．

　上部（40m以上）は小牟田一寺家聞の山道の峠南側に

よく露出する．斜交葉理を示す無層理砂岩と中規模（と

きどき大規模）斜交層理砂岩からなり，両者は量的に同

じくらいである．砂岩は中～細粒，しばしば中～粗粒で

ある．無層理砂岩の上面には漣痕がみられる．斜交層理

は大部分が谷型である．

　D、中の化石としては，前述のように下部に“05伽”

が含まれている以外に，次のものが下部から産出する．

乃zo667αη観5　（En40605孟6α）伽」あo郷砲ッ勿oαnz∬　（Plate23－3）ゑ

（Plα砂667αηz％5）c£α610嘱65（s．L），孟sp。of孟6zo6n5∫5group，

の卿67∫5sp。，3渉伽η鷹llα（1㌃伽61」α）加・吻（s。L），Cα1－

」翻nα（加7窺α）ブ4ρon20α

　B2

　D、と断層で接する．層厚90m以上．

　海岸に露出する部分は厚さ約60mで，泥質岩砂岩厚互

層からなる．全体として泥質岩層が砂岩層よりもむし。ろ

卓越し，V・ずれも厚さは2m以下で，ときどき3m前後

に及ぶ。泥質岩層はシルト質泥岩（頁岩質）で，ときど

き砂岩薄層と細互層をなす．砂岩は一般に中～細粒で，

一部中～粗粒のこともある．厚い砂岩層には小一中規模

斜交層理（大部分が谷型）が発達する．局部的にスラン

9一（165）
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プ構造が認められる．

　カキ化石層（厚さ20cmlカキの殻長は一般に5～6

cm）がごくまれにみいだされ，また泥質岩中には加6伽

a伍力伽xや小型の二枚貝が少なからず含まれている場

合がある．

　小牟田一寺家間の道路に露出する部分は海岸に露出す

る地層よりも上位で，厚さ約30mのシルト岩からなる．

このシルト岩は頁岩質で，ときどき細砂質を帯びる．

　亙》3

　D2との直接の関係は不明である．層厚70m以上．

　砂岩（0．3～3m）と砂泥細互層（0．3～1m）との厚

互層からなり，前者が後者よりも優勢である．砂岩層は

中～細粒砂岩で代表され，中規模（ときどき小規模）斜

交層理（多くが谷型）がよく発達する．斜交層理はしば

しばD、下部に発達するような砂漣式斜交層理（小～中
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　　第ケ図　下甑島平瀬崎D4柱状図

Measured　section　of　D4，Himenoura　Group，

Hirase－zaki，Shimokoshiki→ima。

規模）を示す．なお，大規模の平板型斜交層理も一部に

みられる．砂泥細互層中の砂岩には平行葉理がよく発達

するが，斜交葉理の発達はむしろ貧弱であり，またター

ビダイト性砂岩層の下部によく発達する級化部ないし塊

状部は認められない。スランプ構造が部分的に発達す

る．さらに顕著なコンボルート葉理（摺曲の振幅は1m

に近い）も観察される．

　貝殻集積層　（厚さ10～20cm）が数層準の砂岩中に

認められる．細互層中の一砂岩層の上面に砂管状生痕化

石（径1～3cm，長さ10～30cm）が密集し，さらに径

2～3cm内外のY字状分岐の形態を示すThα1α55∫ηo漉5

（十脚類の巣穴化石，スミクイアト）（Plate20－1）も若

干みいだされる，

　亙》4

　D3を整合におおい，これから岩相が急変する。斜交葉

理がときどき発達した無層理～厚層理（部分的に中層理）

砂岩を主とする部分と中～大規模（ときに小規模）斜交

層理砂岩を主とする部分とが10～数10mオーダーの厚さ
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　第8図　中甑島D4・E1境界付近柱状図

Measured　section　showing　transition貸om　D4

to　E1，Himenoura　Group，Nakakoshiki－jima、
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をもって交互する（第7図）．層厚200m以上．

　砂岩は灰色を呈し，概して中粒，粗粒で，ところどこ

ろに細礫や小さい中礫を含む．無層理～厚層理砂岩中の

斜交葉理のsetの厚さは5～10cmである．斜交層理に

関しては，小規模のものは一般に谷型，中～大規模のも

のはしばしば平板型である．さらに砂漣式斜交層理

（Plate17－2）も局部的に発達する．泥質岩層あるいは砂

泥細互層が挾在し，厚さはふっう10～30cmで，最大

4～5mに達する．砂管状生痕化石を堆積面に平行に・

または斜交して多く含む厚さ1m前後の砂質シルト岩も

数枚挾在する．さらに，本層の比較的上部には，厚さ数

10cmの炭質頁岩層が少なくとも1枚，厚さ数cm～数

10cmの炭化植物片に富む淡褐色泥岩が数枚認められ

る．無層理～厚層理砂岩層の上面にはしばしば振動漣痕

（Plate20－2）や干渉漣痕が発達する，

　中甑島南端近くの本層最上部約8mは主として中～厚

層理粗粒砂岩からなり，一部にスランプ構造を示す泥質

岩層をはさむ．砂岩は多数の泥質岩偽礫を含んでいる点

で特徴的である（第8図）．さらに下位には類似の砂岩が

約20mつづき，その下位には斜交層理砂岩がくる．

　貝殻集積層　（厚さ一般に10～30cm∋最大4m）が

ところどころに砂岩中に挾在し，カキ化石層（厚さ1m

内外）も数層準にみいだされる。またS♂痂窺傭伽（y伽一

76」勧力卿η26α。65。Z6♂σKoBAYAsHI　and　AMANoが多産する

層準も知られている注8）。生痕化石のうち注目すべきも

のとしては，砂質シルト岩層の上面や内部に径2cm内

外の乃痂55乞n・2465（Plate22）が網目状に多数含まれ，ま

た斜交層理砂岩層中に径l　cm，長さ20cmの砂管が認

められる．

　3．5E　　層
　D層上に整合に重なり，それとの岩相推移は急激であ

る（第8図）．おもに泥質岩からなり，下位よりE・，E2

に2分される（第9図）．上限は不明である．全層厚850

m以上．

　Eエ

　おもに中～厚層理のシルト質泥岩からなる．シルト質

泥岩は暗灰色を呈し，頁岩質で，絹雲母片を多く含む．シ

ルト質泥岩は本層の上部では一般に粒度差による葉理を

示し，砂岩葉層をひんぱんにはさむ．ところどころに壁

開が発達している．砂岩薄層をわずかに挾有し，球状ま

たは扁平な石灰質団塊を散点的に含む．層厚500m以上．

　泥勝ち砂泥細互層がところどころに，とくに本層の下

部と上部で厚く発達し，単位層の厚さは3～10cm（と

きどき30cm）である．砂岩は下位の泥質岩に対して一

　注8）熊本大学天野昌久教授の御教示による，

般にきわめて鮮明な境界（侵食面に由来する）を示し・

上位の泥質岩への推移は漸移的な場合もあれば急激なこ

ともある。砂岩はしばしば級化層理を示し，標式的には

下から上へ向かって級化部ないし塊状部・平行葉理部お

よび斜交葉理部からなる．比較的厚い砂岩は中～細粒

で，しばしば級化部ないし塊状部がよく発達し，泥岩偽

礫を含み，下底面にはグルーブ・キャスト，ロード・キ

ャストのようなソールマークが認められる．薄い砂岩は

一般に細粒で，斜交葉理，砂漣式斜交葉理，コンボルー

ト葉理などの堆積構造の発達で特徴づけられ，さらに上

面には水流漣痕をもつ．砂岩はときどき小規模チャンネ

ル埋積構造（侵食深度10～50cm）を示す．さらに，

単位層が0．3～2mの砂泥厚互層の部分も本層の下部に

みられる．

　上に述べたような互層部や本層上部の砂岩葉層をひん

ぱんにはさむ泥質岩には厚さ3m以下の含礫泥岩や砂泥

混合層が伴われ，スランプ構造も認められる．含礫泥岩

中の礫は一般に中～大礫で，径18cm内外に達するもの

もある．さらに，本層最下部5mにはスランプ構造がよ

く発達している（第8図）．

　厚さ10～20数mの粗～中粒砂岩層も数層準に挾在し，

それらは一般に泥岩偽礫を多く含み，また中一厚層理を

示すこともある．砂岩層はレンズ状をなし，下位層を

谷状に切っており，これらは大規模な海底侵食谷埋積

層注9）とみなされる．大鹿崎・白崎・矢崎南方の海崖上

部の砂岩厚層はその代表例である（Plate19－1）・このオー

ダーの厚さの海底侵食谷埋積層はE、のみならず次記の

E2にもみられる．E・，E2における大規模な侵食谷埋積

層自体は一度に堆積したものではなくて，いくつかの侵

食谷埋積層が重なったもので，個々の侵食谷埋積層の厚

さは一般に数mをこえない（第11図参照）。なお厚さ1～

数mの侵食谷埋積層もときどき発達している．

　化石は全体としてまれで，場所によっては散点的に含

まれ，一般に泥質岩自体の中からみいだされる．5・16剛α

8η8麟6磁磁NAGAO，醐」・η6伽・助腐72伽，撫π・n伽5

（蜘η・η薦）5α6励ηθη5∫5，動・687α窺％5（Eη4・6・伽）c£励26郷

6α1あ億5　（1》1ate23－2）ラ1、sp。of五6zo6η5乞5groupンL％o∫ηα（？）

sp・，翫誕リノ68郷（P）sp・，異常型らしいアンモナイト（0妙

鱈膨郷とは全く別個の属）の破片などが採集された．

飾窺伽艀と思われるウニ化石は諸所に産する．なお，ま

れではあるが，泥質岩中に堆積面に対して垂直に入った

砂管状生痕化石がみいだされる．

　E2

注9）本稿で侵食谷と呼ぶものは小規模チャンネル埋積構造よりも大規

　模のもので》チャンネルの最大深度が1m以上におよぶ．

ll一（167）



地質調査所月報（第24巻第4号）

E2

↑

嘉弓〒・壼モr∵・一ご．・。　，づ∵・、・φ

一　　一　　一　一　　一　一　一　　一　　一　一　一　F　一　一　一　一　一　一　一　一　『　一　　一　一　一　曽　一　陶　＿　R　＿　r　＿　一　＿　　一　＿　一　　＿

一一 一曾＿一＿一
一一　　　　　　　・一ro「F㍉　　　　　　　．一『o、＝・甲　　　　　　　　　甲　「■塑

一F一一一一一一

廻砂隔一㎜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く一
一
『
一

一一一一『｝F一一一胃一r一一一一一一一圏一r一一一＿一暫一r－　　0　　9　　9　　　　9一

讐．＝奪　　　　　　＿＿＿．＿．＿．＿．
『一唖　　　　噸z　　　　　　｝’一”
、一㎜一璽．　　　錘

．＿．＿，一＿＿＿一＿一＿一＿＿＿一．　　．．＿．＿．＿ニ

『　一　一　一需　一　一　『　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　曽一厨　一　一　一　一　一　＿　＿　r　＿　P

噛一一一冒一一一

一一一一ロー一一一一－

一
一　一　一　　－　一　一　『　曹　一　一　一　一　一　『　＿　一　一　一　一　一　一　r　＿　一　一　一　一　嚇　＿　r　一　一　一　R　一　一　一　一　一

E1

一　　一　　一　　一　一　＿　一　一　一　一　　＿　　＿　一　一　一　　繭　r　　　『　｝　　一　『　　一　一　　一　一　一　一　一

＿＿＿　　　　D

一一一一一一一　　〇　〇

一　　一　　一　　一　　一　　＿　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　＿　　一　　一

『　　一　　一　　一　　田　　｝　　一　　一　一　　一　　一　　一　　厨　一　　一　　一　　一　　一　　冒　　一　　一　一　　一　　一　　冒　　一　　一　『　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　ロ　　ー　　謄　　一　　　層　　一　　一

一層一一一，一一一一一r－r一一一曽一胃一甲＿F一一一一一一一＿一＿
＿　　　＿　　一　　一　　一　　＿　　一　　一　　一　　一　　＿　　＿　　一　　一　　　＿　　　＿　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一

茎璽更霊鍵≡≡
一　　一　一　　一　　一

一一蔓一一一『一一一一『一一｝一一一一
一　　一　　一　　一　　『　　一　　一　　一　　一　　一　　＿　一　　一　　一　　＿　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一

＿＿一＿．＿一＿一＿．＿．＿一＿一二一一＿－＿．＿．＿．＿．＿響＿曽

一　騨　一　＿　一　一　一　一　一階一＿　一　＿一　一　一　一一　＿　一一　一　一一　一一　一＿　一　一　一　一　一　田　一　』一　層　一　一　一曹一　一　一　『　一　一　一　冒　一

一　　一　　－　　一　一　　冒　　一　　一　　一　　『　　一　一　　一　　一　　一　　一　　胃　　｝　　F　　一　一　一　　一　　一　　一　　圃　　騨　一　　一　一　　一　　一　　一　　需　胴　　一　　　『　　幽　　一　　一　　P　　一　　　一　　一　　冒　　一　『　　一　一　　一　　一　　一

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ！㌔《》へ！㌔　　　　　　　　　　　　　　　一

D4

・♪姻※二’鯛す，、㌔・：邸・：：，b婚＝∫：r呑戊・・き饗1一※鱗∵

憲贈灘ミ醸灘賠ミ懸・獣ミミ逡戴舗暴
　　　　　　　　　　　　↓

目　　　　ロ　　　Silty　mudstone

目　　　Silty　mudstone　interlaminated　with　sandstone

　　　　　　　　　　　　　　　　■

目一～…一駝dded－t㎞
國一一　・nehth－d－t㎞

灘一bed虎一…
慶睡晦併　bed⑮d一…

慶ヨ随bbl剛…

Eヨ隔bbly－ne

團　　　Submarine　channel　deposit

日　　　Folded　structure　due　to　slumping

　　　　第9図　中甑島E層模式層相断面図

Diagrammatic　section　showing　the魚cies　distribution　ofdivision

E，Himenoura　Group，Nakakoshikijima，

　E、を整合におおい，これから岩相が漸移する．おもに

泥勝ち砂泥細互層からなり，部分的に泥質岩が比較的よ

く発達することもある．泥質岩は一般に細粒～極細粒砂

岩の葉層をひんぱんにはさむシルト質泥岩で代表され

る．シルト質泥岩自体は粒度差による葉理を顕著に示

す．シルト質泥岩は石灰質団塊をわずかに含み，しばし

ば頁岩質で，・壁開が局部的に発達している．上限は不明

である．厚さ350m以上．

　泥勝ち砂泥細互層（Plate17－1）では単位層の厚さは

3～30cm（ときどき1m）である．単位層の厚さが

0．3～2mの厚互層も部分的にみられる．砂岩は一般に

細粒で，E、にみられるような級化層理をはじめ諸種の堆

積構造の発達で特徴づけられる（Plate18－1）・砂岩はと

きどき，中粒，粗～中粒となり，このような砂岩の下底

面にはフルート・キャスト，グルーブ・キャスト，ロー

ド・キャストのようなソールマークが発達している．

　スランプ構造（Plate21）がひんぱんにみられ，ときど

き含礫泥岩やこれと類縁の砂質基質をもつ礫岩（厚さ数

10cm～数m）・砂泥混合層のようなスランプ層（第10

図）をはさむ．含礫泥岩・礫岩中の礫は中～大礫で，最

大は径15cmに達する．上記のような異常堆積層やスラ

ンプ構造はE、の場合に比べてよく発達している．さら

に，互層の発達した部分には顕著な侵食谷埋積層（最も

厚いものは20数mに達する）がところどころに発達し，
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鹿児島県甑島の上部白亜系姫浦層群（田中啓策・寺岡易司）
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　　　　　　　　　　　第10図　E2のスランプ層（中甑、鶏馬乗崎北方）

Detached　masses　originating　fピom　slumping。E2少｝limenoura　Group，north　ofUmano－

ri．z食ki，Nakakoshikijima。From　a　photograph．Sラslump　bed（chaotically　mixed　s丑t

and　sand）l　Ss，sandstonel　Ss－Mdシsandstone　and　mudstone　in　thin－bedded　altemationl

Md－Ss，mudstone　interlaminated　with　sandstone．
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　　　　　　　　　　　第11図　E2にみられる海底侵食谷（上図：馬乗崎北方，下図；馬乗崎）

　　　　　　　Large　scal．e　submarine　chamels．Abovel　E2ラHimenoura　Group，north　of　Umanori－

　　　　　　　zaki，Nakakoshikiづima。From　a　photograph．SsCg，sandstone　and　conglomer＆tel　Md．

　　　　　　　Ss，mudstone　interlaminated　with　sandstone．Below：E2，Himenoura　Group，Umanori－

　　　　　　　zaki，Nakakoshiki．jima。From　a　photograph．Cg，conglomeratel　Pm，pebbly　mud．

　　　　　　　stonel　Ss，sandstone三Ss－Md，sandstone　and　mudstone　in　thin－bedded　altemationl

　　　　　　　Md－Ss，mudstone　interlaminated　with　sandstone．
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それらは一般に泥岩偽礫に富むスランプ性の礫岩～礫質

砂岩である（第11図）．一例として，見掛けの最大深度が

20数m，見掛けの幅が100数10mに達する侵食谷があ

る．さらに，厚さ1～数mの侵食谷埋積層（Plate19－2）

もところどころに挾在する．侵食谷埋積層はしばしば上

方へ向かって細粒化する．侵食谷埋積層の下底面には巨

大なフルート・キャスト（たとえば幅約20cm，長さ70

cm以上）が認められる場合もある（Plate18－2）、侵食谷

埋積層はごく例外的に大規模斜交層理の単一setからな

ることがある．

　本層の上部では，下部に比べて互層部がより顕著に発

達するようになり，厚い砂岩（しばしば中礫を含む）や

含礫泥岩が増加し，スランプ構造や侵食谷埋積層もより

ひんぱんに発達するようになる．とくに，厚さ3～4m

の含礫（おもに中礫）粗粒砂岩がときどきみられる点は

注目される．本層の下部・上部を通じて，北東から南西

へ向かって互層を構成する砂岩が薄くなると同時に少な

くなっていくように，互層の発達が次第に貧弱になって

いく傾向がみられる．

　化石はきわめてまれで，瓦朋oηα∂∫5（1％ηoηα∂∫5）5α6h疏一

η6n爵，薦∫Jon6磁o観g諮痂α如などの二枚貝，ウニが泥質

岩から産する。Nuculanaceaに属する二枚貝が優勢であ

る．さらに3観襯αn6伽（y診加76JJα）ゴψo競αoδ5・魏αの産出

もごくまれながら本層上部の泥質岩中から知られてい

る注10）．双子葉植物の葉片もみいだされた．

　砂管状の生痕化石がときどき泥質岩中にみられ，多く

は堆積面にほぼ平行に含まれているが，堆積面にかなり

斜交している長さ10cm内外のものも若干認められ，ま

たしばしば砂岩層の下面にも発達している．さらに，砂

泥細互層における砂岩層の下面にwormの化石として

Tb5αJo60725hαηzαωαJKATTo（Plate23－5）カミみヤ・だされ

る．

　3．6　F　　層

　E層との直接の関係は不明である。古第三系に不整合

におおわれ，この関係は上甑島茅牟田崎北東海岸でよく

観察される．下位よりF・，F2，F3に3分される．F・とF2

は砂岩泥質岩厚互層を主とするが，F2ではF・に比べて

礫質部がよく発達する．F3は砂泥細互層を主とする．全

層厚750m以上．

　F1

　下限は不明である．層厚500m以上，

　叢下部は上甑島酉岸縄瀬北方に露出する．これには輪

廻層が少なくとも3層認められる（第12図）．輪廻層の理

想化層序は下位より外来円礫を含む砂岩（泥岩偽礫に富

　注10）天野昌久教授の談話にょる．

む）→砂岩→シルト岩→シルト質泥岩→粘土質泥岩で代

表される．砂岩部と泥質岩部とは漸移的である。砂岩部

では極粗粒から粒度を漸次減じながら極細粒へと上方細

粒化を示し，堆積構造も斜交層理（規模が上に向かって

小さくなる）→平行層理一→斜交葉理の上方変化を示す．

基底部の外来円礫または泥岩偽礫に富む砂岩は塊状であ

る．砂岩部には炭質物微片の葉層が含まれている場合が

ある．泥質岩部では下部のシルト岩一シルト質泥岩は平

行層理（および平行葉理）を示し，上部の粘土質泥岩は

塊状である．輪廻層基底部の含礫砂岩と下位輪廻層最上

部の粘土質泥岩とは侵食面で境され，小規模チャンネル

埋積構造（深度20cm）が認められる．輪廻層の厚さは

10数m～30m前後で，輪廻層内の砂岩部と泥質岩部とは

似た厚さをもつ．最下部層の厚さは少なくとも80mであ

る．

　下部一上部は砂岩泥質岩厚互層からなり，下部では泥

質岩の方が，上部では砂岩の方が卓越する．単位層の厚

さは1～数mである．砂岩層は中～粗粒砂岩で代表さ

れ，平行葉理・斜交葉理の発達したものもあれば，斜交

層理で特徴づけられるものもある．砂岩はときどき礫

・（おもに中礫）を含む，泥質岩層はシルト岩～シルト質

泥岩で代表され，ときどき砂泥細互層を伴う．

　下部では，掛平瀬南東海岸において泥質岩層が10mあ

まりの厚さに達することもあり，2，3の層準に陸上植

物茎片を少なからず含んでいる（第13図）．ここでは，砂

岩層はときどき上方細粒化を示し，それに発達する斜交

層理（おもに谷型）が上方へ向かって小規模となる．泥

質岩層もときどき上方細粒化を示す．しかし，砂岩層か

ら上位の泥質岩層への岩相推移は一般に急激であるが，

漸移的な場合もある．なお，深さ50cm内外の小規模

チャンネル埋積構造がときどき認められる．層厚は少な

くとも200m近くはあると推定される．

　上部では，砂岩中に礫は多くないが下部に比べてより

多く含まれるようになる．中～大規模の斜交層理が顕著

に発達し，平板型が谷型よりもむしろ卓越する．泥質岩

層は砂岩葉層をひんぱんにはさむようになる．層厚250

m内外．

　なお，厚さ数10cmの暗灰色（風化すると黄土色）細

粒凝灰岩が本層の下部・上部それぞれにおいて数枚挾在

する．

　動物化石は本層から未発見である．

　F2

　F、を整合におおい，これから岩相が漸移する．おもに

砂勝ち砂岩泥質岩厚互層からなり，その中部には無層理

砂岩層が厚く発達する．本層は岩相上難上部に似るが，

14一（170）



10m

↑

Noexposure

　　0　　　　　　　　　↓

第12図　上甑島縄瀬北方F1最

　　　　下部柱状図

　　Measured　section　of

　　the　lowest　part　ofF1，

　　Himenoura　Groupシ

　　north　of　Nawase，

　　Kamikoshiki→ima．

i鞭…

聾

嚢



鹿児島県甑島の上部白亜系姫浦層群（田中啓策・寺岡易司）

10rn

楽

命

楽命

↑

0
　　　　　↓

上甑島掛平瀬F1下部柱状図　第13図

Measured　section　of　the　lower　part　of　F1，

Himenoura　Group，Kakehirase，Kamikos－

hiki→ima．

後者よりも砂岩に富み，礫も多くなる．層厚約160m．

　厚互層における砂岩層（1～5m）および無層理砂岩

層は礫（おもに中礫）をところどころに含む粗～極粗粒

砂岩で代表され，しばしば中～大規模斜交層理（谷型と

平板型がほぼ相半ばする）が発達する．泥質岩層（1～

3m）はシルト岩で代表され，ときどき砂岩薄層と細互

層をなす。無層理砂岩層は礫岩（厚さ数10cm～3m）

をところどころにはさみ，中礫のほかに大礫の多いこと

が目だっている．礫の種類には珪岩・チャート・石英斑

岩が多く，ほかに砂岩・ホルンフェルス・花南岩類・片

麻岩・流紋岩・安由岩・溶結凝灰岩がある．

　F3

　F2を整合におおい，これから岩相が急変する．おもに

泥勝ち砂泥細互層からなり，比較的塊状の・または中～

大規模斜交層理を示す含礫粗粒砂岩を伴う．層厚約90m．

　砂泥細互層における砂岩には平行葉理・斜交葉理がよ

く発達するが，級化層理はみられず，泥質岩は主として

シルト質泥岩である．含礫砂岩層中には厚さ1m前後の

礫岩（中～大礫からなる）もみられる。砂泥細互層中に

はときどきスランプ構造が発達し，含礫泥岩や砂泥混合

層もところどころに挟在する．

　化石としては，二枚貝・掘足類（？），ウニ（Sp＆tan－

goidaに属し，C層やE2中に普遍的にみいだされるも

のと類似する）が泥質岩中にごくまれに産出するにすぎ

なv・．

4．対　　比

　4．1従来の層序区分との対比

　甑島の白亜系に対して，天野・田北（1969）は下甑島

累層の名称を与え，これを下部の下甑島亜累層（下甑島

に分布する）と上部の平良島亜累層（中甑島と上甑島に

分布する）に区分した．筆者らの岩相層序区分を上記の

区分と対応させると，大局的にはA－D層が下甑島亜累

層に，E－F層が平良島亜累層に相当する．天野・田北

（1969）はさらに平良島亜累層を下位より下部頁岩層・

中部砂岩頁岩層・上部砂岩層に細分したが，下部頁岩層

は筆者らのE・に，後2者はE2に対応する．天野・田北

（1969）は上甑島西岸の自亜紀層を縄瀬山層と称し，これ

を平良島亜累層に含めて上部砂岩層に対比した．しか

し，縄瀬山層は筆者らのF層に相当し，上部砂岩層より

は上位と考えられる．

　さらに，天野・古閑（五971）は下甑島中・南部の下甑

島累層を下位より瀬々野浦層・瀬尾崎層・小田頁岩層・

吹切砂岩頁岩層および西崎頁岩層に区分した．これらの

区分は概略的に下位より筆者らのA，B、一B3下部，B3上
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部，B4，C層にそれぞれ対応する．

　下甑島北部の白亜紀層についても，すでにAMANO

（1957）は上位より1～V層に5分し，1層と中甑島の白
　　　　　　　　　　　　　　　　　い　む　た亜紀層を一括して平良層と呼び，H～V層を藺牟田層と

総称した．1層（藺牟田北東の半島に分布する部分）は

筆者らのD4に，∬層はD、一D3に，皿：とV層はC層に，

W層はB4にそれぞれほぼ相当する．

　なお，MATsuMoTo（1954）のc層は筆者らのC層にあ

たる．

　4．2地質時代
　甑島の姫浦層群から産出した化石のうち，時代決定に

有効なものを産出層準と併記すると次の通りである．

　動066耀η3郷（Eη40605∫6σ）c£加1痂％56α1痂μ5　E1

五（E）ゐα勉硲妙喫ノ・α綴3　　C最下部一中部，D、下部

五〇吻物伽0吻η言痂5　　　　C下部の下部（浮水浦）

五C£碗傭漉5照g顔　　　　　　　C中部（浮水浦）

孟c£56h雁薦　　　　　　　　C下部の上部（浮水浦）

σ勿）嬬06徽豆n廊麗窺　　　　　　　　　　　　C中部

乃詔繍65（Pl6ゴ50鱈磁乞∫63）c£5観08n廊　　C下部の下部

　　　　　　　　　　　　　（浮水浦，吹切浦）

　姫浦層群のうち，C－E、は天草地方の肋・6徽〃郷加」≠初5

勿＠α郷帯（主としてヘトナイ統下部階）にほぼ対比さ

れる。C下部の下部は勉0667α窺麗50吻n∫読507乞6n♂繭5およ

びアメリカ，テキサスのUpPerSantonian－10werLower

Campanian産の7枷α癬65（PJ6250蜘αn露θ5）5h乞Jo6漉5にほ

ぼ同定されるアンモナイトを含むので，浦河統最上部亜

階（L・wer　Campanian）に対比される．C下部の上部一

E1は」勉oo87α窺％5c£50h痂4蕗，孟（En4060s哲6α）げ廊1痂鰐6α魏o％5

および五（E）加勉雛勿卿αη％5の産出によりヘトナイ統

下部階（Middle　Campanian－UpPer　Campanian）に対比

される．これに関連して，中甑島（おもにE・一E2が分布

する）からも伽6徽窺鰐c£∬勧2朔の産出が報告されて

V・る（松本ら，1962）．なお0妙伽066郷2η4伽規のC中部

からの産出も上記の対比論に調和的である．以上に述べ

たことからわかるように，C層下部内に浦河統最上部亜

階とヘトナイ統下部階との境界が存在することになる

（第3図）．

　要するに，甑島の姫浦層群中のかなりの部分がヘトナ

イ統下部階に対比され，この点は従来の時代論（MATsu－

MoTo，19541AMANo，1957，1962）と同じである．これに

加えて，対比上の新知見として浦河統最上部亜階の存在

も確実となった，しかし，甑島の姫浦層群について時代

の上限・下限は古生物学的資料からみて現在なお未確定

のままである．

　他方，甑島の姫浦層群と同じく西南日本中軸部に分布

　　　　卜　　　　　　　　＿哨岬

（第％巻第4号）

する和泉層群と堆積輪廻の観点から対比することによっ

て，姫浦層群の時代の上限を推定することはある程度可

能であろう．和泉層群は浦河統最上部亜階（？）一ヘト

ナイ統上部階に対堵され，和泉山脈中部の同層群には層

群全体で代表される第薫級の堆積輪廻，累層単位の地層

で示される第2級の堆積輪廻が認められ（田中，1965），

このような点は淡路島の同層群にっいても指摘される．

和泉層群はタービダイトの堆積で特徴づけられ，甑島の

姫浦層群は後述のようにデルタ性堆積で特徴づけられる

といったような堆積過程上の大きな差異があり，したが

って両層群に認められる堆積輪廻の成因は必ずしも同一

ではない．しかしながら，和泉層群における第1，2級

のような大きい規模の堆積輪廻は和泉層群地帯全域に認

められる広域のもので，これに対応するような規模の堆

積輪廻は甑島の姫浦層群にも存在すると期待される．

　後で述べるように，姫浦層群のうち浦河統最上部亜階

を含めた上位の部分にっいては，少なくともB4主部中

のある層準からD、上部にいたる範囲，D4最上部からF2

にいたる範囲，F3（上限不明）で示されるような規模の

3輪廻を認めることができる．このような規模の堆積輪

廻は和泉層群中の第2級輪廻に対応するとみなしてよ

い．和泉山脈中部や淡路島の和泉層群中の浦河統最上部

亜階（？）一ヘトナイ統下部階に対比される部分，すな

わち下部亜層群は第2級の2輪廻を示している（田中，

1965；MATsuMoTo，1954）．この点は姫浦層群の時代の上

限がヘトナイ統上部階に及ぶ可能性を示唆する．

　さらに，姫浦層群のうち間題の部分にっいて，後述の

ようにその全体が1堆積輪廻（E層の堆積期に堆積盆地

が全体として最も深くなった）を示していると概観する

こともできよう．甑島の姫浦層群の削剥量と和泉層群の

それとを比較することができないが，もしこのような規

模の輪廻が和泉層群中の第1級輪廻（中部亜層群の堆積

期に堆積盆地が最も深くなったと考えられる）に対応す

るとみなした場合，姫浦層群中にもヘトナイ統上部階が

含まれていることになろう．

　要するに，甑島に分布する姫浦層群の時代の上限がヘ

トナイ統上部階に及んでいるという可能性はある程度考

えられることである．

　つぎに，甑島における姫浦層群の時代の下限について

も考察してみよう．姫浦層群は後述のように堆積相・層

厚の点で天草諸島周辺のうち天草下島，とくにその東部

の同層群に最もよく似ている．浦河統下部階の存在は，

姫浦層群が基底部まで露出している地域のうち，たとえ

ば長島では認定されており（TAKAI　and　MATsuMoTo，

1961），また天草上島東部（模式地）でも推測されてV・る
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（植田・古川，19603UEDA，1962）・両地域の姫浦層群は

いずれも天草下島東部の，さらに甑島の同層群よりも東

側に分布するものである．この点や甑島の姫浦層群の下

限がみられないこと，さらに九州における西南目本秩父

帯から中軸部にかけての白亜系堆積盆地の北方（内側）

移動（寺岡，ig70）などを考慮すると，甑島に露出する

姫浦層群の時代の下限は浦河統下部階に及ぶ可能性ボき

わめて少なく，おそらく同統上部階にとどまっていると

推察される．

　4．3　他地域の姫浦層群との対比

　甑島の姫浦層群は，天草地方のそれと比較すると，岩

相・層厚の点で天草下島の同層群（波多江，1959，1960；

高井・坊城，1963），とくに東部のもの　（高井・坊城，

1963）に類似する．ヘトナイ統下部階の部分は甑島や天

草下島では模式地の天草上島東部をはじめ他の諸地区の

相当層（AMANo，1960a，1960bl植田・古川，1960三TAKAI

and　MATsuMoTo，19611UEDAラ1962）に比べて，はるか

に厚く露出している．

　天草下島東部の姫浦層群は下位よりHc，Hd，He，Hf

およびH：gに区分される（高井・坊城，1963）．上記の層

序区分のうち，Hc－Hfボヘトナイ統下部階に，H：9が同

統上部階に対比されている注11），甑島と天草下島東部

とを比較すると，C，D，E層は岩相的にそれぞれHc？一

Hd，He－Hg下半部，H：9上半部に類似し，概略的にそれ

ぞれを互いに対比させると，天草下島東部ではF層相当

層が欠如していることになる．次に，下島東部と同島

西部（波多江，1960）との関係につV・ては，：Hc？一Hd，

He－Hg下半部ンHg上半部がそれぞれH2，H：3－H5，H6に

ほぼ対比されるようで，下島西部でもF相当層が分布し

ていないと判断される．F相当層が元来天草でも堆積し

たと仮定すると，その欠如は古第三系堆積前における削

剥が南の甑島よりも北の天草下島で著しかったことを意

味するであろう．甑島のC層と天草下島東部のHdとの

対比が岩相的にも妥当であるとしても，他方ではD－F

層の全体が岩相変化し，てHe－Hgに対応するという可能

性も考えられる．以上の問題点の解決には今後の詳しい

検討を要する．なお，甑島では天草下島の東部に比べて

より下位の地層が露出しており，下島本土の西部に比ぺ

てもその可能性がある．

5．堆　　積

5．1堆積相の全般的特徴

注11）Hgの年代決定はPJ6％70g耀彫寵α♂oゴoηψ」6n4郷IcHIKAwA　and

　MAEDAの産出にもとづいてV・る．しかしながら，この種は和泉層

　群においてヘトナイ統上部階のみならず，同統下部階からも産する

　（市川・前田，1958）．

　姫浦層群の模式地天草上島東部では，本層群は全体と

して1堆積輪廻をなし，下位より1，H，皿の3層に区分

され，大局的にはそれぞれが海進・氾濫・海退期の堆積

相を示すとみなされてV・る（植田・古川，19603UEDA，

1962）．

　甑島の姫浦層群では，ヘトナイ統の部分が少なくとも

2，300m以上の層厚を有し，また斜交層理砂岩で代表され

るような粗粒堆積物に富んでいる．ヘトナイ統の下位に

も浦河統とみなされる斜交層理砂岩に富む厚さ1，200m

の粗粒相が存在する．しかしながら，時代の下限につい

て確証がなく，また最下部の厚さ50mの泥質相より下位

にどのような岩相の地層がっづくかは不詳である．要す

るに，甑島では大局的にみて岩相的にも時代的にも上記

の皿層に対応する地層が厚く発達するが，しかし同時に

E層のような泥質岩卓越相も厚く発達しているという目

だったちがいがある．さらに，甑島の浦河統とみなされ

る部分がほとんど“海退”的な粗粒相からなり，天草上

島東部の相当層と対照的に異なる点は注目すべきであ

る．

　甑島の姫浦層群，少なくともヘトナイ統の部分は，著

しい層厚と粗粒相の卓越の点で，同じく西南日本中軸部

に分布する同時代の和泉層群に類似し，それゆえに堆積

時に急速に沈降する沈降帯とそれに隣接した激しく上昇

する隆起帯とが存在したことを暗示する．しかし，姫浦

層群では一部にタービダイト相がみられるが，斜交層理

砂岩などのような浅海成堆積層がよく発達しているのに

対して，和泉層群は大部分がタービダイト相で特徴づけ

られるといった大きな違いがある．なお，甑島の姫浦層

群ではC層の堆積時期に入ると海進がいっそう促進され

たが，これとほぼ同じ時期に和泉層群の堆積が開始され

た点は興味深い．

　5。2岩　　相

　甑島の姫浦層群では砂岩相・泥質岩相・砂泥厚互層相

が数100mオーダーの厚さをもって交互し，下記のよう

に岩相区分がなされる。

　泥質岩相
　均質シルト質泥岩は粒度差による葉理をほとんど，あ

るいはあまり明瞭に示さない．これに反して・葉理シル

ト岩～シルト質泥岩と砂岩葉層をひんぱんにはさむ葉理

シルト質泥岩は粒度差による葉理を顕著に示す．これら

3つの岩相は後述のような諸種の砂岩相（たとえば斜交

層理砂岩・平行葉理砂岩など）や砂岩泥質岩細互層相と

厚互層（単位層の厚さは数10cm～数m）をなし，それゆ

えにそれぞれは必ずしも特定の堆積環境を明示しない。

ただし，上記の各泥質岩相は単独に数10mあるいはそれ
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以上の厚層をなすときは，ある程度特定の環境を指示す

る．

　たとえばC層を特徴づ：ナる葉理シルト岩～シルト質泥

岩の厚層は石灰質団塊や異常型アンモナイト・イノセラ

ムスなどの化石を少なからず含み，浅海沖合相とみなさ

れる．これに対して・E・によく発達する均質シルト質泥

岩とE、，E2両層にみられる砂岩葉層をひんぱんにはさむ

葉理シルト質泥岩の厚層は石灰質団塊や化石に乏しく，

後で述べるタービダイト性の級化砂岩泥質岩細互層を伴

い，したがって前記の葉理シルト岩～シルト質泥岩に比

べてより深い環境の堆積物と考えられる．

　砂岩泥質岩細互層相

　1級化砂岩泥質岩細互層では，砂岩はタービダイトに特

徴的にみられる級化層理・方向性のあるソールマーク

（フルート・キャスト，グルーブ・キャストなど），種々

のタイプの葉理構造や水流漣痕の発達で特徴づけられ

る．砂岩は標式的には下から上へ向かって級化部ないし

塊状部・平行葉理部および斜交葉理部からなる，泥質岩

はシルト質泥岩で代表される．このタイプの細互層は

E、，E2両層において10数m～数10m，あるいはそれ以上

の厚層をなし，タービダイト相を代表するもので，比較

的深い環境に堆積したとみなされる．

　葉理砂岩泥質岩細互層については，砂岩は級化層理・

方向性のあるソールマークをごく例外的にしか示さない

が，平行葉理・斜交葉理を顕著に示し，また漣痕をも

ち，泥質岩はおもにシルト岩からなり，ときどき生物擾

乱作用を受けている．葉理砂岩泥質岩細互層はふっうに

見られる地層で，斜交層理砂岩と厚互層（単位層の厚さ

は数10cm～数m）をなすことが多く，また葉理シルト

岩中にもみられる．この種の細互層は級化砂岩泥質岩細

互層に比べて一般に浅い環境を示す．たとえばD3にお

ける葉理砂岩泥質岩細互層中には7勉1α55εη・痂65注12）カ§含

まれているので，このタイプの地層の少なくとも一部は

他の堆積的特徴をも考慮するとかなり浅い環境に堆積し

た可能性がある．

　砂岩　相
　砂漣式斜交葉理砂岩はsetの厚さ数cm以下の砂漣式

斜交葉理の発達で特徴づけられて板目状堆積を示す．さ

注12）　賜α」α厩ηo漉∫あるいは現生の類縁種は瀕海～浅海成層または沿

　岸～浅海帯にみられるが（SEILAcRER，19641HANTzscHEL　and

　REINEGK，1968），一方現生のThalassinidea．（スナモグリ上科）に

　属する甲殼類の巣穴はきわめて浅V・ところから550mの深度にお
　よぶのでThα」α師ηo嘱θ5は深度指示者としては不充分だとする見解

　もある（BRoMLEY，1967）．甑島の姫浦層群D4では乃α」α5鋤o∫4f5

　の巣穴化石に富む砂質シルト岩の趨準のごく近くには炭質頁岩・カ

　キ化石層および砂管がみられるので，この場合のTゐα」α∬∫履485は

　かなり浅い環魔を指示する．

らに，このタイプの砂岩は泥質岩ときわめて細かく互層

して波状堆積を示す．以上のような成層状態はとくにB3

によく発達する．

乎行葉理砂岩は粒度差，炭質物微片の葉層などによっ

て平行葉理を顕著に示し，しばしば斜交葉理を伴う．数

mの厚さをもって斜交層理砂岩や無層理砂岩に伴うこと

がある．

　斜交層理塾麦は砂岩相中最もよく発達する地層で・B・

D，Fの各層を特徴づける．前記2タイプの砂岩よりも

粗粒であり，しばしば数10mの厚層をなす．小～中規模

斜交層理はおもに谷型で，大規模斜交層理はしばしば平

板型である．一連の斜交層理砂岩層内において斜交層理

の規模が下から上へ向かって小さくなり，また下部には

平板型斜交層理，上部には谷型斜交層理が卓越する傾向

がときどき認められる．斜交層理砂岩はカキ化石層や三

角貝層をはさむ砂岩を伴うので，大部分が浅海堆積物と

みなされる．大規模，平面型の斜交層理の少なくとも一

部（たとえばF・の場合）はまわりの地層の堆積的特徴か

らみて河川性堆積に由来する可能性がある．

　1砂漣式斜交層理砂岩は各8etの上面が砂漣をなす小～

中規模斜交層理で特徴づけられる．前置層の傾斜方向は

setごとにまちまちであり，砂漣の谷部には薄い泥質岩

が存在する．その他の性状としてD、下部の層序学的記

載のところで述べたような点があげられる．このタイプ

の砂岩はたとえばD、下部，D3，D4に顕著に発達し，数

10mの厚層をなすことがある．

　平行層理砂岩は薄～中層理あるいは中～厚層理を示

し，ときに貝殻集積層をはさむ．厚さは一般に数m～10

数mである．

　無層理砂岩は砂岩相のうち斜交層理砂岩に次いでよく

発達する．一般に数m～10数mの層厚をもって斜交層理

砂岩と互層する．部分的に極厚層理～厚層理を示し，と

きどき平行葉理や斜交葉理を伴い，しばしば漣痕をも

っ．この種の砂岩はとくにB、，B3，D、上部，D4の諸層

によく発達し，カキ化石層・三角貝層をはさむもので，

その大部分は浅海相とみなされる．

　斜交層理上方細粒化砂岩は厚さ10数mで，下位の泥質

岩とは侵食面で境され，砂岩自体は上方へ向かって外来

円礫，泥岩偽礫を含む粗粒～極粗粒砂岩から細粒砂岩へ

と漸次粒度を減じ，上位の泥質岩に漸移する．堆積構造

も上へ向かって斜交層理（規模が小さくなる）・平行層

理・斜交葉理の順に変化する．ζのタイプの砂岩はとく

にF、中にみられ，その堆積的特徴が河川成堆積輪廻層の

下部をなす砂岩層中にみられる特徴（ALLEN，1965a）と

多くの共通性をもつので，この砂岩を河川の流路を埋積
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　　　　　　　　　　　　　　第1表　甑島姫浦層群の岩相層序的変化

Vertical　variations　ofsome　selected　lithological　f壱atures　ofthe　Himenoura　Group，：Koshikijima。

Stratigraphic　division　　Grain　size　ofsand．stones
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　αcoarse－grained

　M：medium－grained

　F：伽e・grained
Size　Qf　gravels

　C＝cobble

　P：pebble

　G＝granule

G－P

Gross－bedding

Size Type

M－L

M－L T，P

M－L

M

PラT

T
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M（L）
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T

T

M－S T
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した地層と考えるのが最も妥当であろう．

　海底侵食谷埋積砂岩は粗～中粒砂岩（あるいは礫質砂

岩～礫岩〉で，多数の泥岩偽礫を含む．この種の地層は

上方細粒化を示し，また下底面にフルート・キャストな

どのソールマークをもつことがある．20数mの層厚に達

する揚合があり，また平行層理を示すことがある．この

　　　　　　　　　l

Cross－bcdding
Size　class

　L＝large　scale（set　thickness：30－100cm）

　Ml　medium　scale（set　thickness＝15－30cm）

　S：smallscale（setthickness＝10－15cm〉

Type
　P：tabular　planar

　T3trough

（　）：subordinate

タイプの砂岩はタービダイト相が発達するE層に特徴的

に認められる．

　礫岩は古期岩類の中～大礫大の円礫からなり，基質は

砂である．厚さは一般に数10cm，最大3mである．礫

岩はF2に最もよく発達する。なお，礫はときどき斜交層

理砂岩や無層理砂岩中に散点的に含まれる．
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　含礫泥岩は淘汰不良のシルト岩（砂粒と雑然と混合す

る）中に外来円礫や同時代堆積岩の礫やブロックを雑然

と含み，スランプに由来する諸種の堆積変形構造を伴

う．この種の地層は海底泥流（submarinemudHow）にも

とづくものであろう．砂泥混合層も前者と類似の成因を

もつが，外来円礫を含まない．いずれも比較的深い環境

に堆積したと推定されるE層（級化砂岩泥質岩細互層が

発達する）中に目だって含まれているが，砂泥混合層は

比較的浅い環境を示す地層中にもみいだされる．

　炭質頁岩はD4の斜交層理砂岩～無層理砂岩相中に少

なくとも1枚挾在し，厚さ数10cmである．ごく近くの

層準にカキ化石層や砂管状生痕化石を多く含み，また炭

化植物片に富む砂質シルト岩が認められるので，この炭

質頁岩はおそらく海岸に近い湿地のような環境に堆積し

たものと考えられる．

　最後に岩相の層序的変化について概観する（第3図，

第1表）。砂岩相や砂泥厚互層相についてみると，上位層

に向かって砂岩の粒度は粗くなり，これと調和的に礫も

多くなり，その大きさも増していく傾向が認められる．

このような傾向は後背地が大局的には次第に上昇してい

ったことを示唆するであろう．砂岩層における斜交層理

の規模（setの厚さ）は，上位層ほど大きくなり，また斜

交層理のタイプにっいても上位層ほど平板型が発達する

傾向を示す．このような斜交層理の規模およびタイプの

層序的変化は上記の粒度にみられる層序的変化と密接に

関連していると考えられる．

　泥質岩卓越層に関しては，E層はC層に比べて全般的

に粒度が細かく，石灰質団塊・化石に乏しく，またC層

と異なってタービダイト層・スランプ層を少なからず挾

有する．したがって，E層はC層よりも深い環鏡を示す

であろう．

　5．3化石相
　岩質あるいは岩相の差異に対応して，化石内容も変化

する（第3図）．代表的な化石相として，カキ（“05吻”）

相・三角貝相およびアンモナイト相が識別される．

　カキ相は“05舵α”が排他的に密集するカキ化石層（厚

さ0．1～1m）で代表される．カキ化石層は泥質岩または

砂質岩を基質とし，いずれの場合もカキ化石はすべて異

地性堆積のものである．カキ化石層は種々の層準の無層

理砂岩相・斜交層理砂岩相中にみいだされる．

　三角貝相は三角貝のS観η形αn詔α（Eh傭πα）が排他的に

多数含まれている化石層あるいはこの化石を伴うか，ま

たは伴わないでcα砺漉奴加7窺α）勲oη顔，oウα膨痂など

の二枚貝が密集した化石層で代表される．“05舵ずをま

れに含むことがある．二枚貝化石はすべて片殻で，異地

性堆積によるものである．化石層は厚さ10～30cm

で，最大婆mに及び，種々の層準の無層理砂岩・平行層

理砂岩中にみられる．

　アンモナイト相は殻の巻きがとけて渦巻状を呈する異

常型アンモナイトの0妙」oκ066郷（ほとんど破片）の卓

越することで特徴づけられ，またイノセラムスや地擁α一

5齢類似のウニを少なからず含む．さらに，本相には

撒η・ηα痂もふつうにみいだされ，三角貝のイμ・痂g・n∫α，

0媛ア糀6痂などの二枚貝も含まれている．二枚貝化石は

一般に片殻であるが，勲ηoηα痂やo⑳膨廊には合殻の

ものがときどき認められる．化石は散点的に含まれてい

る．アンモナイト相は葉理シルト岩～シルト質泥岩から

なるC層で代表される．

　以上の化石相にっいては，化石はほとんどが厳密な意

昧では異地性堆積のものであるが，それぞれの化石相を

特徴づける化石群組成，化石相に対応する地層の岩質や

堆積的特徴から判断すると，カキ相・三角貝相・アンモ

ナイト相の順に沖合の環境を示すようになる．

　なお，タービダイト層を伴い，G層に比べて深い環境

．に堆積したとみなされるE層にっいては，化石に乏し

く，それゆえに化石群の内容は前記の諸化石相のように

明確な特徴を示さない．E層の泥質岩中には飾痂召5齢

類似のウニやイノセラムスなどの二枚貝が若干含まれて

いるが，二：枚貝化石ではNuculan量dsが優勢である．C

層の場合と対照的に異なって，本層からは三角貝の産出

がごく例外的にしか知られておらず，Ol剛膨魏も全く

みV’だされなかった．

　多種多様の砂管状の生痕化石が種々の層準に含まれて

いるが，現段階ではまだ生痕化石相を識別できない．し

かしながら，注目すべき点として，斜交層理砂岩中に下

方へ向かって垂直に入っている砂管が，さらにこの種の

砂岩に伴う砂質シルト岩・葉理砂岩泥質岩細互層中に

銑θ傭吻・劾5がみいだされる（例D3，D4）．後者は瀕海～

浅海の環境を指示する．さらにwormの化石として

7b5αJo60廊加n颯ωα∫力主E2中の級化砂岩泥質岩細互層中

の砂岩下底面にみいだされる注13）、このものはタービダ

イト性砂岩が堆積するような比較的深い環境に特徴的と

考えられる．

　5．4　堆積環境と堆積型式

　甑島の姫浦層群の岩相・化石相は垂直的にかなり変化

する（第3図，第1表）．これにもとづいて，堆積環墳の

変遷や堆積型式について論述する．

注13）To5αJoゐ07∫5加η卸ωαゴは四国東部の四万十累層群中の室戸半島層

　群室戸層（始新統）から産する（KATTO，夏960）．室戸層はおもに

　フリッシュ型砂岩頁岩互層からなる．
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　A層は化石をごくまれにしか産しないので，その堆積

環境の詳細は不明である．しかし，後述するC層あるい

はE層の属部に類似した泥質岩相が卓越するので，本層

はこれらの地層と同様に遠海陸棚（open　shelf）の堆積物

とみなされる．

　B層は岩相・化石相からみて，大部分が浅海成層と考

えられる．B層は全層厚1，200m以上に達し，斜交層理

砂岩に著しく富んでいるので，このような地層に対して

は主としてデルタ性環境が想定されるであろう．しかし

ながら，海退相に特徴的に発達するデルタ成堆積層に類

似する地層はデルタ以外の環境でも形成されることがあ

るので，デルタ成堆積層の認定には下記の点を考慮する

必要がある．デルタ環境はデルタ先端底部（prodeltaic

shelf），デルタ先端斜面部（proddtaic　slope），デルタ前面

部（delta－fyont，delta　platfbrm）およびデルタ頂部（on－

delta，delta　Plain）の4部位に区分される注五4）．さて，

上位層へ向かって繰返し粗粒化する輪廻層からなる一連

の厚層において，個々の輪廻層ごとに前記の4部位のう

ち少なくともあいっづく3部位，すなわち下から上へ向

かってデルタ先端底部・デルタ先端斜面部・デルタ前面

部それぞれを，またはデルタ先端斜面部・デルタ前面部

・デルタ頂部それぞれを指示するとみなされる地層が識

別され，しかも少なくともこれらの3部位を指示すると

みなされる地層の水平的な配置関係が明らかにされると

き・はじめて問題の地層がデルタ成堆積層であると認定

することが可能となる．上下を通じて比較的類似した岩

相からなるB層を上に述べたような意味でのデルタ成堆

積層と判断することに対しては，現在のところなんら積

極的な証拠はない．

　B層の上部，B4からD層の下部，D・にかけては層序

がほとんど連続的にみられる．少なくともB4主部の上

部からC層中部にいたる範囲は海進性の上方細粒化を示

し，C層中部からD、下部にいたる範囲は海退性の上方

粗粒化をたどる（第5図）．したがって，B4主部の上部か

らD、下部にいたる範囲はC層中部を氾濫期の頂点とし

て一つの対称型あるいは完全輪廻層を形成する．

　B4主部の上部からB4最上部を経てC層最下部にいた

る岩相の垂直的変化は漸移的であり，それゆえに堆積環

境は徐々に深くなり，それに伴って緩慢な海進が行なわ

れたものと推察される．この傾向はC層中部までっづい

た．

　海退期のC層中部一D、下部に認められる堆積相の一

連の変化はデルタ性環境の一つの重要な指示者として注

注14）デルタ環境の区分については，岡田（1971・第6図）を参照され

　たい．

目されている上方粗粒化型堆積を明示している．さら

に，堆積環境を推定するにあたって，D、下部では砂漣

式斜交層理砂岩がよく発達し，その成層状態はおもに潮

下帯（subtidal　zone）および潮間帯（intertidal　zone）にみ

られる板目状堆積（Haser　bedding，REINEcK　andWuN－

DERLIGH，1968）に類似する点は注目に値する．先に論議

したことからわかるように，上方粗粒化型堆積を示すこ

とだけをもってc層中部一D、下部をデルタ性環境に堆

積した地層と断定することは必ずしもできない．しかし

ながら，岩相・化石相や堆積的特徴を考慮した上で，そ

の堆積環境の変遷をあえてデルタ性環境の変遷に対応さ

せてみると，概略的には次のようになるであろう．すな

わち，シルト質泥岩からなり，アンモナイト・イノセラ

ムスを含むC層中部は遠海陸棚，シルト岩からなり海生

貝化石を含むC層上部はデルタ先端底部，おもに葉理砂

岩泥質岩細互層からなり，スランプ層を伴うD、最下部

はデルタ先端斜面部，斜層理（砂漣式斜交層理を伴う）

砂岩からなり，カキ化石層・海生貝殻集積層を挾有する

D、下部はデルタ前面部の環境を指示すると考えられる．

もしこのような推論が正しければ，C層中部一D、下部

に認められる堆積相の垂直的変化はデルタが漸次成長し

ていったことを反映していることになる．

　D、中部からD4にいたる範囲はD、最下部一下部と同

じく海退期の地層とみなされ，これには前記のような上

方粗粒化型堆積の現象が期待される（第3図）．D、中部一

D4では連続的な層序が認められないが，岩相・化石相，

や堆積的特徴によってその堆積環境を解釈するにあた

り，あえてデルタ環境の区分を適用すると，大局的には

次のようなことがいえるであろう．シルト岩からなる

D2上部はデルタ先端底部，斜交層理　（砂漣式斜交層理

を伴う）砂岩と葉理砂岩泥質岩細互層との厚互層からな

り，スラン・プ層を伴い海生貝殻集積層をはさむD3はデ

ルタ先端斜面部～デルタ前面部，斜交層理（砂漣式斜交

層理を伴う）砂岩および振動漣痕をしばしば伴う無層理

砂岩からなり，砂管状生痕化石（丑α1α漉η・漉5など）に

富む砂質シルト岩・カキ化石層・三角貝層をはさむD4

はデルタ前面部の環境を示すと考えられる．D4のうち，

その比較的上部は炭質頁岩の挾有により少なくとも一部

についてデルタ頂部の環境を示すであろう．

　上記のようにD4をデルタ成堆積層とみなすとき，D4

の比較的上部のうち，第7図に示した層序断面にみられ

る各種岩相の堆積環境は概略次のように推定される．ま

ず，断面の下部を占める淘汰の良い無層理砂岩および薄

層理ないし多少波状の層理を示す砂岩は大部分が沿岸州

（少なくとも一部は海面下），または砂浜の堆積物とみな
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される．このような砂岩中に介在するカキ化石層は砂岩

を基質とし，化石はすべて二次堆積のものである．断面

の中部には砂管状生痕化石を多く含み炭化植物片に富む

淡褐色泥岩（砂岩の葉層やきわめて薄い層をはさみ，砂

岩はときに海生と思われる二枚貝の化石を含む）や同じ

く砂管状生痕化石（丑α傭5伽疵5を含む）に富む砂質シ

ルト岩が挾在する．このような地層は潟湖ないし潮汐平

底（tidalHat）の堆積物と考えられる．断面の中部一上部

に発達している斜交層理砂岩は一般に前記の無層理～成

層砂岩よりも粗粒で，淘汰が悪く，さらに下位の泥質岩層

とは侵食面で画され，部分によって泥岩偽礫を多く含む．

斜交層理砂岩のかなりの部分は分流流路（distributary

chame1）の堆積物と推察される，最後に，断面の上部に

挾在する炭質頁岩は海岸に近い湿地に堆積したものであ

ろう．以上に述べたことからわかるように，この層序断

面に関しては概観すると堆積環境は下位より沿岸州～砂

浜→潟湖～潮汐平底（一部は分流流路一おそらく海面下）

→分流流路→湿地の変化を示すようで，したがって堆積

環境は海側から陸側へと漸次移行していったであろう．

　C層中部一D、下部とD2上部一D4との間にあるD、中

部一D、上部にも上方粗粒化型堆積が認められるようで

ある．

　D4からE、にかけて岩相が急変する（第8図）．デルタ

成堆積層とみなされる地層を主とするD4の堆積時期か

らタービダイト層を伴うE、の堆積時期への移り変わりの

ときに，堆積盆地は急激に沈降し（同時に海進があり），

それに伴ってスランプをひんぱんに起こしつつ次第に深

くなっていった．このような岩相の急激な変化，すなわ

ち堆積環境の急変はB層からC層へかけての緩慢な変化

とは全く対照的である．

　E層の堆積環境は第9図から次のように推定される．

E、の堆積環墳はその堆積時の初期では海生化石を含むシ

ルト質泥岩が堆積する遠海陸棚であったが，すぐに深く

なり，タービダイトを堆積した混濁流（turbiditycurrent）

がときどき流れ込み，またスランプもときどき起こった

堆積盆地中軸部注15）に転じた．このような状態はひきつ

づきE2下部の堆積時期にもみられ，しかもE、に比べて

タービダイト層がよく発達することから堆積盆地はより

深くなったと推測される．E2上部の堆積時期になるとも

ちろんタービダイト層はひきっづき堆積するが，いっぽ

うスランプ構造・含礫泥岩・砂岩厚層（しばしば中礫を

含む）がよりひんぱんに発達してくるので，堆積環境は

　注15）本稿では沈降性の堆積盆地を沈降が著しい深い中軸部（deep

　　basinまたはtrough）と浅V・縁辺部または陸棚部（shelf）に大別

　　し，さらに前者を平らな底部（Hoor）とその両側の傾斜した側面部

　　（side）に分け’る．

前の時期に比べて浅くなったであろう．そしてE・，E2

両層の時期に堆積盆地中軸部，とくにその側面部にはと

きどき大規模な海底侵食谷（混濁流によって形成され

た）が刻まれたことは注目に値する．これらの侵食谷を

埋積した地層は，E、の場合はHuxoturbidite様の砂岩が

卓越し，E2上部の場合は前記のような砂岩のほかにスラ

ンプ性の礫岩一礫質砂岩も多い．さらに，E2上部の海底

侵食谷埋積層には例外的に斜交層理砂岩がみられるが，

これはE2上部の堆積環鏡の浅化を物語る．E、，E2両層

におけるタービダイト層の少なくとも一部は海底扇状地

（submarine魚n）の堆積物とみなされ，このような地層

はとくにE2上部になるとより多くなったであろう．こ

れに対して，E2下部のタービダイト層の大部分は堆積盆

地中軸部の底部上に堆積したものと考えられる．

　F層は全体として海退相とみなされる・F・は堆積環境

決定に有効な化石を産しないので，本層の堆積環境の詳

細は不明である．しかしながら，F1最下部中に上方細粒

化型堆積を示す非対称型輪廻層（層厚10数m～30m前

後）が少なくとも3層認められる点が注目される（第12

図）．輪廻層にみられる粒度・堆積構造などの堆積的特徴

の垂直的変化に関しては，すでに層序の章で述べた通り

である．これらの輪廻層は河川堆積物の堆積型式に関す

る通念（ALLEN，1965b3S肌LEY，19701岩井，1971）から

すると，河川（とくに蛇行河川）性堆積を強く示唆する

であろう．そして輪廻層の下部を占める砂岩は河川の流

路埋積層に，とくにその外来円礫と泥岩偽礫に富む基底

部は流路充填礫（channel　lag）に，また輪廻層上部の泥

質堆積物は氾濫堆積層（overb鋤k　Hood　deposit）とみな

されるであろう．

　F、下部中の少なくとも一部にみられる砂泥厚互層（第

13図）では，泥質岩層は上方細粒化を示し，部分的に陸上

植物茎片を少なからず含み，砂岩層はしばしば斜交層理

が発達し，また上方細粒化を示し，下位の泥質岩層との間

に侵食面が存在する場合もある．さらに，砂岩層の基底

部に泥岩偽礫を含むこともある．環鏡推定に有効な古生

物学的資料はないが，前記のような堆積的特徴からみ

て，問題の砂泥厚互層は主として河川から潟湖ないし内

湾にわたるような環境に堆積したものと解釈される．

　F、下部より上位の地層については，大観するとF、下

部→F、上部→F2下部命F2中部の順に粗粒堆積物が増

し，F2中部では礫岩もよく発達するようになる．次に，

F3，すなわちF層最上部は細粒堆積物に富み，海生化石を

含む．したがって，鞠はF層主体の海退相に対して海進

相を示すようになる，F3には含礫泥岩やスランプ構造が

ときどき発達しているので，F2の時期からF3の時期に
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入ると沈降は若干急激に行なわれたであろう．

　以上に述べた点は下記のように要約される．甑島の姫

浦層群のうち，砂岩相で特徴づけられるB，D，F層は

主として浅海（瀕海を含む）性環境に堆積し，とくにD

層はデルタ性環境に堆積したと推察される．F層は一部

に河川成堆積物を伴うようである．これに対して，C，

E両層は泥質岩相で特徴づけられる．C層は挿話的な氾

濫相を代表し，E層はタービダイト相の発達で特徴づけ

られ・その堆積時期に堆積盆地は最も深くなったであろ

う．なお，概略的には，少なくともB4主部中のある層準

からD4上部にいたる範囲およびD4最上部からF2にい

たる範囲それぞれで代表される大きい規模の堆積輪廻を

認めることカ§できる．さらに，F3も堆積輪廻の開始を示

す．

　5．5堆積盆地と供給源

　甑島の姫浦層群にはヘトナイ統下部階と浦河統最上部

亜階が確認されているが，時代の上限も下限も不明であ

り，また本地域は天草地域から海をへだてて遠隔の位置

にある．したがって，甑島の姫浦層群が同層群全体から

みた堆積盆地内において占める位置を具体的に把握する

ことはきわめて困難である．しかしながら，堆積相・粗

粒砕屑岩の組成・古流系などの考察から，甑島の姫浦層

群に関する古地理的状況をある程度推察できる．

　堆積相
　天草上島東部や九州本土の姫浦層群中の浦河統の部分

に関しては，東側陸地の存在が考えられている（UEDA，

1962）・天草下島西部の姫浦層群と下島東部の同層群とを

対比の章で述べたように概略的に対比すると，西部より

も東部の方で砂岩相も泥質岩相も厚く発達していること

がわかる，この事実は少なくともヘトナイ世において大

局的には下島東部が沈降性堆積盆地の中軸部に，下島西

部が西側の縁辺部により近いことを意味し，それゆえに

天草下島の西方に隆起部あるいは陸地が存在したことを

示唆する．長浜（1968）も天草下島西部の姫浦層群にみ

られる斜交層理の古流向から粗粒砕屑物の供給源地を同

地域西方に推定している．

　甑島の姫浦層群は前述のように岩相・層厚の点で天草

下島の西部よりも東部の同層群に類似している．この点

と上記の天草地方の古地理的状況からみて，姫浦層群堆

積時（少なくともヘトナイ世）には甑島の西方にも陸地

があったと考えられる．

　粗粒砕屑岩の組成

　砂岩の主成分は予察的に検討した限りでは石英（15～

25％），長石（30～35％，そのうちカリ長石5～10％）お

よび火山岩類（20～35％）である，火山岩類は主として

酸性火山器類で，溶結凝灰岩も含む．姫浦層群と同じく

西南日本中軸部を占める四国の和泉層群（浦河統最上部

亜階？一ヘトナイ統）の砂岩においても，酸性火山岩類

が主要な構成要素をなしている（NAKAGAWA，1961）・さ

らに，F層に含まれる礫には流紋岩・安山岩・溶結凝灰

岩・花闘岩類・片麻岩が目だってみいだされる．

　以上のような砂岩の鉱物組成・礫の種類および次に述

べる古流系を考慮すると，甑島の姫浦層群における粗粒

砕屑物の主要供給源岩としては，西南日本内帯の中生代

後期酸性火山岩類および花崩岩類が想定される．また，

供給源地には片麻岩も露出していたであろう．さらに，

粗粒砕屑物は主として堆積盆地の西側の供給源地からも

たらされた可能性が大きく，この推論は前記の堆積相の

発達状況からみた西側陸地の推定と調和的である．天草

地方の姫浦層群の堆積時にはすでに彼杵変成岩が地表に

露出してV’たとV’われている（波多江，19601佐藤，

1961）．これに関連して，甑島の姫浦層群の泥質岩中に絹

雲母片が多く含まれている事実は注目に値する．

　古流系
　古流系についての資料は充分でないが，予察的に測定

されたものに関する限りでは，次のような点が指摘され

る．中甑島東岸中部におけるE2のタービダイト性砂岩

については，フルート・キャストから推定される流向は

おもに北北東～北東，一部北に向かい，水流漣痕はほぼ

北フcurrent　ripple　laminationはほぼ北東への流向を示

す．同島東岸鍋倉浦におけるE2でもタービダイト性砂

岩にみられるフルート・キャストからも北～北東および

ほぼ東への流向が知られている．また同島東岸白崎南方

におけるE・のタービダイト性砂岩にみられる水流漣痕

も北～北東向きおよびほぼ東向きの流れを示す．さら

に，中甑島西岸馬乗崎のE2では，タービダイト性砂岩の

フルート・キャストは北東および北西への流向を示す．

以上にあげたタービダイト性の地層にみられる流向のう

ち・北～北東向きの流向が卓越し，これは姫浦層群の主

摺曲軸の方向あるいは推定される堆積盆地の伸びの方向

と平行的で，中軸流に関連するものである．このような

主流向は堆積盆地中軸部の底部が大局的には北～北東へ

傾斜していたことを示唆する．いっぽう，上記の主流向

にほぼ直交する東への流向も副次的ながら認められる．

　次に，中甑島西岸馬乗崎によく発達する侵食谷構造に

っいてみると，その下底面にみられるフルート・キャス

トはおもに南西，一部南南東への流向を示す．前述のよ

うにタービダイト性砂岩に東向きの流向が認められるこ

とを考慮すると，これらの侵食谷を埋積した粗粒堆積物

（礫岩～礫質砂岩）は堆積盆地の西側陸地から供給され
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た可能性が大きい．なお，上記の侵食谷構造にみられる

流向はタービダイト性砂岩にみられる北～北東への主流

向とは全く逆である．

　下甑島熊ケ瀬鼻のD4における斜交層理砂岩や無層理

砂岩に発達する振動漣痕の峰の方向は一般にN－Sない

しNE－SWで，一部ENE－WSWである．このような峰

の主方向は前記中軸流に平行であり，D4堆積時の海岸

線の方向を少なくとも一部ではあるが概略的に示すであ

ろう．

　なお，斜交層理の傾斜方向は長浜（未公表資料）によ

るとF層に関する限り東～南東方向を示すことが多い．

方向の測定された斜交層理の形成環境が具体的には明ら

かでないので，このような卓越方向の堆積学的解釈はき

わめてむづかしい．しかしながら，上記の卓越方向は粗

粒砕屑物が主として西方から供給されたことを示唆する

であろう．

　以上に述べたことからわかるように，堆積相全般の特

徴，粗粒砕屑岩の組成，古流系から，甑島のヘトナイ

統，おそらく姫浦層群全体の堆積期問を通じて，同地域

の少なくとも西側に陸地（酸性火山岩類・花闇岩類が広

く分布する）が存在したであろうと結論される．なお，

天草地方の状況を考慮すると，甑島にっいても東側陸地

の存在が当然考えられるであろうが，これを積極的に裏

づける堆積学的証拠は現在のところない．

6．地質構造

　甑島は地質的には西南目本中軸部に属し，そこに分布

する姫浦層群は，上位の古第三系とともに，基本的には

北東にゆるく沈下する複向斜構造をなしている．

　6．1姫浦層群と古第三系の関係

　姫浦層群と古第三系は多くの場合断層で画されている

が，複向斜西翼にあたる上甑島の桑之浦南方と，東翼の

茅牟田岬付近で不整合関係が認められる．不整合面付近

でみると，姫浦層群と古第三系はほぼ同じような走向を

示し・傾斜は後者のほうがゆるく，その差は西翼で5。内

外，東翼では約15。であ動両者の関係は軽微な傾斜不

整合とみなされる．不整合面直下の地層はいずれもF層

に属する．しかし，西翼の地層はF3であり，東翼では

F2までしか露出しておらず・古第三系堆積前における削

剥の度合が場所によって異なることがわかる．西翼では

古第三系の基底部に厚さ10～15mの中礫礫岩が発達し．，

その直上に特徴的な青灰色の凝灰質岩がある．一方，東

翼では礫岩・粗粒砂岩からなる2～4mの基底層にはじ

まり，上記のような凝灰質岩がそれにひきつづく．

　天草諸島では，姫浦層群と古第三系の間の構造的差異

から，姫浦層群堆積後・赤崎層堆積前に摺曲運動があっ

たと考えられている（波多江，1959，1960∋天野，1960b3

AMANo1962三植田・古川，19601TAKAIandMATsuMoTo，

1961∋UEDA，1962）・甑島におV・ても，先述の諸事実から

して，天草諸島の場合と同様な変動が推定される．しか

し，上部白亜系と古第三系の境界部の露出がごく限られ

ているため，この問題についてたちいった議論はできな

い．なお，天草諸島では甑島の姫浦層群最上部のF層に

相当する地層が欠如しているようであるが（第4章参

照），このことは白亜紀末～古第三紀初頭の地殻運動に関

連して注目すべき点気ある．

　6．2姫浦層群の構造

　姫浦層群は大きくみるとNE－SW方向の軸をもつ複向

斜構造をなし，多くの断層で切られ，中新世花醐閃緑岩

をはじめ種々の火成岩類に貫入されている．一般に地層

の傾斜は摺曲軸部で10～20。，翼部では10～40。を示す．

摺曲軸のプランヂは必ずしも一様ではなく，部分的には

不完全ながらドーム・ベイスン構造に近いものもみられ

る．

　断層としては，複向斜軸にほぼ平行するNE－SW方向

と，これにほぼ直交するNW－SE方向との2系統のもの

が卓越し，またE－W方向に近V・断層もみられる．NW－

SE系統の断層は一般に数10。の傾斜を示し，多くの場合

正断層であり，これによる地層の欠如や繰返しはかなり

顕著である．NE－SW系統の断層は東に急斜する断層面

をもち，NW－SE系統のものに切られており，これによ

る地層の転位は後者の場合より小さい．したがって，こ

の系統の断層は地質図にあまり表現されていないが・ほ

ぼ同じような走向・傾斜を示す後述の岩脈や壁開ととも

に，注目すべき構造要素である．

　泥質堆積物にはmm単位の間隔で壁開がよく発達し，

その度合は概して西翼よりも東翼のほうが著しく，層序

的にはとくにE層で顕著である．壁開面は地層面と大き

く斜交し，NNEなV・しNEの走向で，東に50～750の傾

斜を示す。

　岩脈としては石英斑岩や粉岩が多く，一般に幅は3～

10数m，ときに40mに達する．一部には玄武岩の岩脈も

あるが，これは幅狭く，しばしば幅数10cm以下のもの

が何本も密集して並走している．これら岩脈の多くは複

向斜軸にほぼ平行してNNE－SSWなV・し．NE－SW方向

に伸び，東に急斜しているが，これに大きく斜交する

NW－SEなV’しE－W方向のものもある．後者の傾斜方

向は一定していない．岩脈のなかには明らかに断層に沿

ったり，またそれを切って貫入しているものが認められ

るので，その形成時期は断層運動後，おそらく花闇岩類
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と同様に中新世と推定される．

6．3甑島周辺の地質構造

甑島の姫浦層群は下限不明で，断層による地層の繰返

しもあるが，北東に沈下する複向斜構造をなしているた

め，大局的には北東ほど上位の地層があらわれ，上甑島

には古第三系が広く分布する．上甑島の東方にはいくっ

もの小島が散在しており，古第三系は野島，近島付近ま

で追跡される．ところが，野島の東側にある双子島には

角閃岩・片麻状石英閃緑岩，黒神には角閃岩，中の瀬に

は珪質岩がそれぞれ分布し，これらを貫いて中新世の花

闘閃緑岩が双子島や沖の島に露出する（石原・河内・

19611神戸・・大沢，19633河内ら，1964）．河内ら（1964）

によれば，角閃岩・片麻状石英閃緑岩は領家帯に属する

ものと考えられ，それらの片理面は北西，一部北に急傾
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斜している．また，双子島の花商閃緑岩には角閃岩質捕

獲岩があり，これに酷似したものは下甑島南部の花闇閃

緑岩中にもみいだされるという．中の瀬の珪質岩は神戸

・大沢（1963）の記載によると石英に富む変成岩であ

り，少なくとも構造的には双子島や黒神の古期岩類と一

連のものであろう．

　陸上に露出する限りでは，姫浦層群は約3，600mの層

厚をもち，天野・田北（1969）によると，古第三系の場

合は1，100m内外である．両者の層厚および野島に分布

する地層が古第三系のなかでも比較的上位のものである

事実からして，古第三系と上記古期岩類の間には大規模

な断層が通るとみなければならない。先に述べた甑島の

大局的な構造および断層・岩脈・壁開などの走向・傾斜

から判断すると，この大断層（記載の便宜上以下では甑

断層と仮称する）は野島と双子島の間を通り，甑島のす

ぐ東側をこれにほぼ平行して走るものと推定される．そ

して・この断層は，断層面が東に急斜した逆断層である

可能性が強い．

　甑断層を北東に延長すると天草諸島のすぐ東側にの

び，臼杵一八代構造線につらなるようにみえる．この構

造線は，九州西部においては秩父帯と竜峰山帯変成古生

層・肥後変成岩・肥後深成岩などで特徴づけられる領家

帯を画するものである．甑島付近では甑断層の東側に領

家帯のメンバーと考えられる古期岩類が分布しているの

で，臼杵一八代構造線は阿久根の北西あたりで方向を変

え，少なくとも中の瀬よりも東を通過することになる．

そうすると，この屈曲はジ北薩の轡曲（橋本，1962）に

伴って仏像構造線が方向転換することとよく似てくる．

仏像構造線は阿久根付近で大きく屈曲して海岸ぞいに南

下し，川内・串木野をへて久多島のすぐ東側を通過し，

野間岬付近へのびる．このように仏像構造線は九州西端

で大きく方向を変えるわけだが，それに対応して臼杵一

八代構造線がどの程度屈曲し，甑島・薩摩半島間の海域

のどこを通るかは今後さらに検討を要する．

　これまで述べたことからして，甑島はその付近の小島

も含め全体として領家帯に属すると考えられる．この地

帯は小西（1965）の甑島帯に相当し，北西側には西彼杵

・野母両半島や天草下島西岸に露出する彼杵変成岩のよ

・うな低温高圧型変成岩で特徴づけられる地帯がくるであ

ろう．甑断層は臼杵」八代構造線そのものではなく，そ

れから分岐したものとみなすのが妥当である．同構造線

は，少なくとも下部白亜紀末以前に出現し，上部白亜系

堆積中からその後にかけ何回も活動しており，しかもこ

れを境とする南北両側の地帯の昇降運動にはかなり顕著

な地域差が認められる（寺岡，1970）．松本・勘米良（1964）

によれば，臼杵一八代構造線は高千穂変動にさいし著し

く活動している．これらのことを考慮すると，甑断層は

古第三系堆積後，おそらく中新世初期の臼杵一八代構造

線の活動期にこれの1分枝として出現したと推定され

る。

7。結　　論

　以上のように，甑島の上部白亜系姫浦層群に関して，

その層序および堆積を中心として述べてきた．結論とし

て，とくに下記の諸点があげられる．

　（1）姫浦層群は古第三系に不整合におおわれ，ともに

北東に沈下する複向斜構造をなし，東側は甑断層で基盤

岩類と境される，姫浦層群は下限は不明であるが，3，600

m以上の厚さを有する．最下部はシルト岩からなり，下

部は斜交層理砂岩に富み，その中部に厚いシルト岩を伴

う．中部はタービダイト層を伴う泥岩からなり，上部で

はしばしば斜交層理砂岩が発達する．デルタ成とみなさ

れる堆積層を少なからず含む．

　図　姫浦層群中のかなりの部分がヘトナイ統下部階に

対比され，浦河統最上部亜階も今回新たに確認された

が，時代の上・下限は不詳である．

　（3）甑島の姫浦層群では，ヘトナイ統下部階の部分が

天草上島東部（模式地）の相当層よりもかなり厚く発達

し，またその下位の浦河統とみなされる部分が天草上島

東部と異なって粗粒相で代表されている。

　（ω　甑島の姫浦層群は岩相・層厚からみて天草下島東

部の同層群に最もよく似ているが，層序的範囲は後者に

比べて上下にかなり伸びるようである．

　（5）粗粒堆積物の構成分・古流系（そのうち中軸流は

北東に向かう）および天草地域との堆積相の比較から判

断すると，姫浦層群の堆積時に甑島の少なくとも西側に

陸地（酸性火山岩類・花商岩類が広く分布する）が存在

していたと推察される．
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　　　　　　　　　　　　　　　D1の砂岩に発達する砂漣式斜交層理（下甑島中山浦）

　　　　　　　　　　R．ipple　cross．bedding　in　sandstone．D1，Himenoura　Group，Nak＆yama－ura，

　　　　　　　　　　Shimokoshiki→ima。
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　　　　B4の砂岩に発達する斜交層理（下甑島吹切浦）
Cross．bedding　in　sandstone。B4，Himenoura　Group，Fukikiri－ura，Shimokoshiki→ima。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　懸1羅
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B％」乙G60乙Sz67∂．」ψαn，1Zoよ24 P伽617

　　　　　　　　　　L　E2の砂岩泥岩互層（中甑島白崎南方）

　　　Outcrop　ofinterbedded　sandstone食nd　mudstone，E2フHimenoura　Group，south

　　　ofShira－saki，Nakakoshiki－jima。

　　　　　　　　2．　D4の砂岩に発達する砂漣式斜交層理（下甑島熊ケ瀬）

：Ripple　cross－bedding　in　sandstone．D4，Himenoura　Group，Kumagase－hana，Shimokoshikijima．



B麗Z乙080乙Sz躍∂．」ψαπ，70」．24

L　E2の級化砂岩泥岩細互層（中甑島鍋倉浦北

　　方）

　　Sandstone　and　mudstone　in　thin－bedded

　　altemation．E2，Himenoura　Groupラnorth

　　of　Nabekura－uraラNakakoshiki－jima。Note

　　graded　bedding　in　sandstone　and　graduaI

　　tranSitiOn　frOm　　SandStOne　tO　OVerlying

　　mudstone．

2．E2の礫質砂岩層下面にみられるフルー

　　ト・キャスト（中甑島馬乗崎）

　　Flute　casts　on　sole　of　conglomeratic

　　sandstone，Currentfrom　bottom　to　toP。

　　E2，Himenoura　Group，Umanori－zaki，

　　Nakakoshikiづima．



B％IJ．σ60」．5「z67∂．」免クαη，17101．24 P伽θ19

灘

　　1．　E1の泥岩層中にみられる海底侵食谷埋積砂岩層（中甑島大鹿崎）

Large　scale　submarine　channel　cutting　into　mudstone　interlaminated　with　sand－

stone，我nd　Glledwithsandstone．E1，Eimenoura　Group，Oshika－zakiラNakakoshiki－

jim我。

2．　E2の砂岩泥岩互層中にみられる海底侵食谷埋積礫岩層（中甑島馬乗崎）

Large　scale　submarine　channels　cutting　into　interbedded　sandstQne　and　mudstone，

and丘11ed　with　conglomerate　abounding　in　mudstone　fragments．E2，Himenoura

Group，Umanori－zaki，Nakakoshikijima。



βzごIZ．σ601．S％7∂．」6ψαn，レ101．24 PJ傭20

L　D3の砂岩の層面にみられるThαZα55動o乞465巣穴化石（下甑島円山南東方）

　　　乃α♂α55吻漉5burrow　on　bedding　surface　of　sandstone。D3，Himenoura

　　　Groupシsoutheast　ofMaruyama，Shimokoshiki→ima．

　　　2．　D4の砂岩層上面にみられる漣痕（下甑島熊ケ瀬）

Ripple　marks　on　top　sur伍ce　of　sandstone．D4，Himenoura　Group，

Kumagase．hana，Shimokoshikijima．
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灘

灘 難羅羅灘灘灘鞭響羅

　　　　E2のスランプ性摺曲構造（中甑島平良北方〉
Folded　structure　due　to　slumping　in　mudstone　interlaminated　and　interbedded　with

sandstone．E2，Himenoura　Group，north　ofTaira，Nakakoshikiづima。
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　D4の砂質シルト岩の層面にみられる乃α1α55∫no∫465巣穴化石（下甑島平瀬崎）

7ゐα1α55ぢno勧5burrows　on　bedding　surface　of　sandy　siltstone．DのH：imenoura　Group，

Hirase－zaki，Shimokoshiki→ima，
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　　　　　　　　　　　　　　　　　Plate23

1．iη0687α窺％50吻漉1おo吻磁伽SoKoLow

　　姫浦層群G層，下甑島浮水浦

　　Division　C，Himenoura　Group，Ukimizu－ura，Shimokoshikijima．

2・　乃zo68盟η観5（Eη40605孟6α）cf＝肱」痂撹56α1痂％3B6HM

　　姫浦層群E2，中甑島矢崎南方

　　E2，Himenoum　Group，south　ofYa－zaki，Nakakoshikijima．

3．動066耀％5（En4060惚）励魏5勿φoα郷NAGAo　and　MATsuMoTo

　　姫浦層群D、，下甑島中山浦

　　Dエ，Himenoura　Group，Nakayama－ura，Shimokoshiki→ima。

4．Zη0667α徽s　c£5伽翅MIG亘AEL

　　姫浦層群C層，下甑島浮水浦

　　Division　G，Himenour＆Group，Ukimizu－ura，Shimokoshiki→ima．

5。7励」・607涌㈱α翻KATTo，worm飴ssil，onsole・fsandst・ne・

　　姫浦層群E2，中甑島大鹿崎北方

　’E2，Himen・uraGr・up，n・rth・fOshik釦zaki，Nakak・shikijima．
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Plate24

1．　T8襯瞬65（PJ6∫50渉6κα繍63）c£5h2Jo6癖5YOUNG

　　　姫浦層群C層，下甑島吹切浦

　　　Concrete　cast，Division　CラHimenoura　Group，Fukikiri－ura，Shimokoshiki→ima、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×0．3

2・0卿・κ・667α伽砒財窺（FORBES）

　　　姫浦層群C層，下甑島浮水浦

　　　Division　C，Himenoura　Group，Ukimizu－ura，Shimokoshiki→ima．　　　　×0．7
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